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1 広報しんおんせん（4月号）

広　報

しんおんせん

　「浜大根を愛する仲間たち」が制作した「浜大根の花」の歌に合わせた健康体操が静か
なブームになっています。浜坂北小学校児童の元気で軽快な歌声に合わせて 1 番は腕と手、
2 番は足と脚、3 番は上半身をストレッチします。椅子に座ったままでもできる簡単な体
操です。8 月 23 日に浜坂保健センターで行われたおたっしゃクラブに、ハマダイコンの
ハマちゃんも参加して、参加者といっしょに汗を流しました。（本文 2 ページに関連記事）
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海・山・温泉　人が輝く　夢と温もりの郷
‐安らぎと憩いの空間　新温泉町‐
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町政のうごきから

９
月
は
高
齢
者
健
康
福
祉
月
間
で
す

　
　

住
み
な
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

　
　

い
き
い
き
暮
ら
せ
る
ま
ち
に

　

本
町
で
は
、
高
齢
者
が
住
み
な
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
い
き
い
き
暮
ら
し
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
介
護
や
健
康
、
福
祉
等
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
て
、
ご
本
人

や
ご
家
族
等
か
ら
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

医
療
・
福
祉
・
介
護

　

 

サ
ー
ビ
ス
の
ご
案
内

■介護予防事業
□通所型介護予防事業（おたっしゃクラブ）
　運動器や口腔機能の向上を目的に、理学療
法士や作業療法士、保健師が指導します。
□高齢者生きがい活動支援通所事業
　　　　　　　　　　　（ミニデイサービス）
　介護認定外で、おおむね 60 歳以上の方に入
浴、健康チェック、昼食提供などを行い、楽
しく 1 日を過ごします。
□介護予防普及事業
　各地区に出向いて「健康づくりの集い」を
開催し、介護予防の講座や相談を行います。

■総合相談・権利擁護事業
□相談事業（高齢者虐待相談も）
　日常的に介護や高齢者虐待などの相談に応
じ、必要な支援を行います。　　
□認知症サポーター養成講座
　認知症の正しい知識と対応を学習し、支え
合いの社会を目指します。

■地域支え合い体制づくり事業
□認知症フォーラム
　「認知症でも安心して住める町・新温泉町に」
　11 月 26 日（土）午後 1 時～　　夢ホール
　講演　精神科医　松本一生さん
□安否確認票の作成

　

保
健
師
や
看
護
師
、
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
が
相
互
に
連
携
し
な
が
ら

困
っ
た
と
き
の
相
談
窓
口                                                                                                              

　
　
　
　
　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　
℡
82
‐
５
６
２
３

「
チ
ー
ム
」
で
総
合
的
に
み
な
さ
ん
を

支
え
ま
す
。



3

H23（2011）.9.8

広報しんおんせん（９月号）

町政のうごきから

在
宅
福
祉
・
家
族
介
護
を
支
援
し
ま
す                                                                                                             

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
祉
課　
℡
82
‐
５
６
２
0

敬老祝福事業を行います
　９月 15 日の老人の日に、長寿をお祝いして祝品
を贈ります。
　・最高齢者の方
　・満 88 歳の方（大正 11 年９月 17 日～
　　　　　　　大正 12 年９月 16 日生まれ）
　・金婚夫婦の方（昭和 37 年に成婚され、
　　　　　　　　　　申し込みのあった方）

すこやかクラブに参加しませんか ?
　本町には、現在 68 の地区（単位）すこやかクラ
ブがあり、会員数は約 2,900 人です。各クラブそ
れぞれ地域の特色を持ち、グラウンドゴルフや懇親
会など楽しく活動しています。参加を希望する方は、
地区のすこやかクラブにお申し込みください。
◆問い合わせ　すこやかクラブ連合会事務局
　　　　（社会福祉協議会内）　℡ 99 ‐ 2488

事　業　名 対　象（注１） 内容・利用者負担額（注１）

■在宅福祉事業

□外出支援サービス

居宅から移動することが困
難なおおむね 65 歳以上の
方。身体に障がい等があり、
移送の確保が困難なおおむ
ね 60 歳以上の方　など

病院などの医療機関に通院する場合など
の移送のサービス
1 回あたり（往復）
基本料金（500 円）＋＠ 20 円×距離（㎞）

□高齢者生きがい活
　動支援通所事業 比較的元気な 60 歳以上の方 入浴、給食、送迎の各サービスと健康指

導など。▷ 1 日 1,200 円　（注２）

□軽度生活支援事業 おおむね 65 歳以上で生活援
助を必要とする方

日常生活や家事に対する支援、指導
▷ 1 回 1 時間未満 200 円（注２）

□緊急通報システム
おおむね 65 歳以上のひとり
暮らし・高齢者世帯で、緊急
事態に対応できない方  など

▷基本料金は町が負担
　その他は利用者が負担

□日常生活用具給付 65 歳以上のひとり暮らし高
齢者（所得制限あり）　など

電磁調理器、火災警報器、自動消火器、
高齢者用電話の給付・貸付
▷所得により負担額を決定

□訪問理美容サービ
ス

高齢者で寝たきり等により
理美容院に行くことができ
ない単身・高齢者世帯の方

自宅へ契約理美容業者が訪問しサービス
を提供
▷訪問料金を町が負担
　理美容料金は利用者負担

□高齢者等住宅改造
　助成

高齢者・障がい者世帯の方
（所得制限あり）

浴室、洗面所、便所、玄関、廊下、階段、
台所などの改造経費を助成
▷助成額はお問い合わせください。

□高齢者福祉タク　
　シー助成

満 75 歳以上のみの高齢者世
帯　など

ひと月あたり 2 枚のタクシー助成券を支
給（1 枚　500 円の助成）
▷実費と助成券（500 円）の差額は利用
者負担

■家族介護支援事業

□介護用品の支給
在宅の要介護 4 以上相当の
高齢者等を介護している家
族（所得制限あり）

紙おむつ、尿パッド、使い捨て手袋、清
拭剤等の支給（年間 1 人 75,000 円以内）

□家族介護手当
　（家族介護慰労）

在宅の要介護 4 以上相当の
高齢者等（過去 1 年間介護
保険サービスを受けない）
を介護している家族（所得
制限あり）

家族介護手当（慰労金）を支給
　年額 1 人 12 万円

　（注１）　概略を紹介しています。詳細は福祉課におたずねください。
　（注 2）　新温泉町社会福祉協議会に業務委託しています。　　　　　　　　　　　
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町政のうごきから
□
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
の
つ
ど
い

　

楽
し
い
つ
ど
い
や
研
修
を
行
い
ま

す
。交
流
を
深
め
、気
持
ち
を
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。

高齢者大学で楽しく学びませんか ?
　楽しく学びながら趣味や教養を高め、生きがいの
ある生活をおくることを目的に、町立高齢者大学「宇
都野学園」と「とちのみ学園」を開設しています。
各種クラブ活動も活発です。
◆問い合わせ
　宇都野学園（浜坂公民館内）　℡ 82 ‐ 4339
　とちのみ学園（温泉公民内）　℡ 92 ‐ 1870

地域で社会活動に参加しませんか
　あなたの知識と経験が社会に役立ちます。会員を
募集しています。
　・60 歳以上で健康で働く意欲のある方
　・能力に応じた働き方ができます
◆問い合わせ　㈳美方郡シルバー人材センター
　浜坂支部　℡ 82 ‐ 5334
　温泉支部　℡ 92 ‐ 2988

在
宅
生
活
を
支
援
し
ま
す                                                                                                             

　
　
　
　

新
温
泉
町
社
会
福
祉
協
議
会　
℡
99
‐
２
４
８
８

□
高
齢
者
生
き
が
い
活
動
支
援
通
所
事

業
（
ミ
ニ
・
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

　
　
　
　
　
　
　

︿
町
委
託
事
業
﹀

　

介
護
認
定
外
で
、
お
お
む
ね
60
歳
以

上
の
方
に
入
浴
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
昼

食
提
供
な
ど
を
行
い
、
楽
し
く
1
日
を

過
ご
し
ま
す
。
負
担
金
１
，
２
０
０
円

□
ふ
と
ん
乾
燥
サ
ー
ビ
ス

　

寝
た
き
り
老
人
等
を
対
象
に
、
布
団

や
毛
布
な
ど
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、乾
燥
、

消
毒
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。
利
用
料

の
半
分
を
社
協
が
負
担
し
ま
す
。

□
心
配
ご
と
相
談
、
法
律
相
談

　

健
康
、
家
庭
、
介
護
な
ど
身
近
な
相

談
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

浜
坂
地
域　

毎
月
第
２
水
曜

　

温
泉
地
域　

毎
月
第
４
水
曜

□
紙
お
む
つ
の
支
給

　

在
宅
で
常
時
紙
お
む
つ
を
使
用
し
て

い
る
高
齢
者
等
を
対
象
に
、
３
千
円
以

内
の
紙
お
む
つ
を
給
付
し
ま
す
。

□
高
齢
者
軽
度
生
活
援
助
事
業　
　

　
　
　
　
　
　

︿
町
委
託
事
業
﹀

　

介
護
保
険
の
対
象
と
な
ら
な
い
高
齢

者
を
対
象
に
、
自
立
支
援
の
た
め
の
生

活
援
助
を
行
い
ま
す
。（
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
の
派
遣
）　

□
食
事
サ
ー
ビ
ス

　

ひ
と
り
暮
ら
し
等
の
お
年
寄
り
の
た

め
に
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
弁
当
を

届
け
ま
す
。
１
食
３
０
０
円

　

浜
坂
地
域　

毎
週
火
曜
・
第
２
金
曜
・

　
　
　
　
　
　

第
４
土
曜
日

　

温
泉
地
域　

毎
週
火
曜
日

□
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

　

身
近
な
集
会
所
等
を
利
用
し
、
自
由

な
発
想
で
気
楽
に
交
流
で
き
る
集
い
を

支
援
し
ま
す
。
設
立
時
助
成
1
万
円
、

運
営
費
助
成　

月
1
千
円

□
家
族
介
護
者
交
流
事
業　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

︿
町
委
託
事
業
﹀

　

介
護
者
の
た
め
の
交
流
会
を
行
い
ま

す
。
ふ
た
月
に
１
回
開
催

□
福
祉
機
器
の
貸
出
と　
　
　
　
　

　
　
　
　

介
護
用
品
の
あ
っ
せ
ん

　

ベ
ッ
ド
や
車
い
す
、
エ
ア
ー
パ
ッ
ド

な
ど
の
福
祉
機
器
の
貸
し
出
し
、
紙
お

む
つ
や
パ
ン
ツ
な
ど
の
介
護
用
品
を

あ
っ
せ
ん
し
ま
す
。

　

利
用
料
例　

ベ
ッ
ド　

月
1
千
円

□
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
、
生

活
福
祉
資
金
や
友
愛
基
金
の
貸
付
け
も

行
っ
て
い
ま
す
。

笑い声の絶えない「七釜まんまるいきいきサロン」
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町政のうごきから

健
康
管
理
を
行
い
ま
す                                                                                                             

　
　
　
　
　
　
　
　
　

健
康
課
（
す
こ
や
か
～
に
）

　
　
　

℡
99
‐
２
９
４
０　

 
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン    

　
　
　

℡
83
‐
２
３
１
３

□
訪
問
看
護
事
業

　

訪
問
看
護
師
が
、
主
治
医
と
の
連
携

を
取
り
な
が
ら
、
療
養
上
の
世
話
や
診

療
補
助
を
行
い
ま
す
。

□
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を

　

受
け
ま
し
ょ
う　

費
用
を
助
成

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
と
高

齢
者
は
死
亡
す
る
確
率
が
高
く
な
り
ま

す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
、

か
か
っ
て
も
重
症
に
な
る
こ
と
を
防
ぐ

効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

10
月
1
日
か
ら
受
け
付
け
を
始
め
ま

す
。
流
行
す
る
前
に
接
種
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

　

65
歳
以
上
の
方
は
、
１
シ
ー
ズ
ン
に

１
回
の
予
防
接
種
で
効
果
が
あ
り
ま

す
。
65
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
一
部
公

費
負
担
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
20
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

 みなさんの今の状態に合わせた介護予防の支援をします
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地域包括支援センター　℡ 82 ‐ 5623

【訪問調査】
町の職員による心身
の状況などの調査

【医師の意見書】
かかりつけの医師か
らの医学的な意見

【コンピュータ判定】
訪問調査の結果等を
コンピュータ処理し、

「仮の要介護度」を判
定（一次判定）

【認定】
町が要介護度の認定
を行い、本人に通知

【審査・判定】
訪問調査・医師の意
見書などをもとに介
護認定審査会がどれ
くらい介護が必要か

（要介護度）を審査・
判定（二次判定）

■  要介護認定の流れ

■  要介護状態認定区分に合わせたサービスが利用できます

要支援１・２と認定された方　
　介護保険の介護予防サービス

要介護１～５と認定された方　
　介護保険の介護予防サービス

非該当（支援や介護が必要となる
　おそれが高いと判断された方）
　地域支援事業の介護予防事業

自立した生活をしている人　　
　地域支援事業の介護予防事業

　心身の状態の悪化をできる限り防ぎましょう

　介護が必要な状態にならないように、日常生活を活発に
する通所系サービスを中心に目的に合わせたサービスを組

み合わせましょう。

居宅介護支援事業所がケアプランを作成し、必要に応
じたサービス（ホームペルパー訪問など）が受けられます。

　要支援・要介護状態になることを防ぎましょう

　生活の中でやってみたいことを目標に掲げて、運動する
など生活機能の維持・向上に努めましょう。

　現在の健康な状況を維持しましょう

　介護予防を目的としたボランティア活動などに積極的に
参加し、自ら介護予防に取り組みましょう。
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町名検討委員会活動報告

声
　
「
名
称
は
新
温
泉
町
と
す
る
。
た
だ
し
、
合
併
後

検
討
す
る
。」
平
成
17
年
10
月
に
新
温
泉
町
が
発
足

す
る
際
、
旧
浜
坂
、
旧
温
泉
の
両
町
の
合
併
協
定
書

に
掲
載
さ
れ
た
条
項
で
す
。
し
か
し
、
合
併
後
、
こ

の
協
定
書
の
〝
た
だ
し
書
き
〟
に
つ
い
て
の
検
討
が

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

昨
年
７
月
、「
新
町
の
名
称
」
に
つ
い
て
検
討
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
町
長
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
12

名
の
委
員
に
よ
り
「
新
温
泉
町
町
名
検
討
委
員
会
」

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
同
委
員
会
は
、
専
門
家
を
招

い
て
の
勉
強
会
を
皮
切
り
に
、
合
併
後
に
名
称
変
更

を
検
討
し
た
島
根
県
大
田
市
へ
の
視
察
研
修
を
実

施
。
広
く
町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
お
聞
き
す
る
た

町
名
検
討
委
員
会
住
民
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た

合
併
時
の
経
緯
に
つ
い
て  

　

  

ど
う
思
わ
れ
ま
す
か

□
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
迫
り
、
と
り
あ
え

ず
つ
け
た
名
前
。

■
町
名
と
庁
舎
の
位
置
を
検
討
す
る

中
、
庁
舎
の
位
置
を
互
助
の
精
神
で

浜
坂
に
譲
る
よ
う
な
発
言
が
あ
っ
た
。

□
た
だ
し
書
は
合
併
の
た
め
の
妥
協

案
。

■
合
併
協
議
会
の
中
で
も
庁
舎
の
位
置

と
町
名
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
意
見

が
あ
っ
た
。
町
長
、
議
長
の
協
議
で

「
温
泉
町
」
に
な
っ
た
が
、
浜
坂
町

長
が
退
陣
し
、
結
果
、「
新
温
泉
町
」

で
妥
協
し
た
。
新
温
泉
町
は
妥
協
の

産
物
。

□
町
名
と
庁
舎
は
取
引
さ
れ
る
べ
き
も

　

の
で
は
な
い
。
名
前
の
由
来
を
子
ど

も
た
ち
に
誇
れ
る
の
か
心
配
で
あ
る
。

■
一
度
は
「
温
泉
町
」
と
し
た
も
の
を

浜
坂
町
議
会
が
反
対
し
た
。
わ
が
町

の
名
前
が
消
え
る
と
い
う
理
由
だ
け

で
な
く
、
旧
温
泉
の
区
長
や
議
員
が

ア
ン
ケ
ー
ト
に
温
泉
町
と
書
く
よ
う

指
示
し
た
経
緯
が
あ
る
。

□
名
称
決
定
の
経
緯
に
つ
い
て
は
難
産

の
末
の
結
果
で
あ
る
。

■
名
称
決
定
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、

渋
々
で
も
納
得
し
て
い
る
と
思
う
。

た
だ
し
書
の
削
除
だ
け
な
ら
議
会
だ

け
で
も
出
来
る
の
で
は
な
い
か
。

□
現
在
の
町
名
は
、
合
併
協
議
会
の
中

で
決
定
さ
れ
た
。
住
民
の
信
託
を
受

け
た
議
員
が
決
定
し
た
。
そ
れ
な
の

に
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
べ
き

な
の
か
。

■
民
主
主
義
は
選
ば
れ
た
人
が
統
治
す

る
。
多
数
決
の
原
則
が
あ
る
。（
決

定
を
）横
暴
と
い
う
の
は
お
か
し
い
。

□
合
併
協
議
会
で
の
町
名
検
討
に
つ
い

て
は
新
聞
で
見
て
い
た
。
最
終
的
に

浜
坂
町
、
温
泉
町
も
候
補
と
し
て
採

択
さ
れ
た
時
点
で
喧
嘩
に
な
る
こ
と

は
わ
か
っ
て
い
た
。
旧
町
名
以
外
の

名
前
を
挙
げ
て
い
れ
ば
こ
ん
な
事
に

は
な
ら
な
か
っ
た
。

■
湯
村
は
温
泉
町
、
浜
坂
は
第
三
者
的

な
名
前
で
も
良
い
と
の
ス
タ
ン
ス
で

あ
っ
た
が
、
今
の
町
名
に
な
っ
た
。

一
方
的
な
名
前
で
あ
る
。

□
た
だ
し
書
が
ど
う
い
う
火
種
に
な
る

か
、
当
時
、
分
か
ら
な
か
っ
た
か
。

■
再
検
討
す
る
と
の
項
目
が
誤
り
。
条

件
を
付
け
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
。

□
合
併
後
に
町
名
を
検
討
す
る
と
い
う

こ
と
を
後
で
知
っ
た
。
合
併
後
な
ら

一
～
二
年
後
に
す
べ
き
。

■
一
部
の
議
員
が
た
だ
し
書
に
こ
だ

わ
っ
て
い
る
だ
け
。
決
ま
っ
た
事
だ

め
、
本
年
２
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
町
内
の
各
種
団

体
12
団
体
か
ら
意
見
聴
取
を
行
い
、
５
月
か
ら
６
月

末
に
か
け
て
８
小
学
校
区
で
住
民
懇
談
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

今
回
、
各
会
場
、
各
団
体
か
ら
出
さ
れ
た
町
名
検

討
に
対
す
る
意
見
を
紹
介
し
ま
す
。　
（
類
似
し
た

意
見
は
ま
と
め
た
形
で
掲
載
を
し
て
い
ま
す
。）

　

今
後
、
懇
談
会
で
お
聴
き
し
た
ご
意
見
、
観
光
大

使
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
等
を
慎
重
に
検
討
し
、

公
平
な
立
場
で
議
論
を
重
ね
、
住
民
の
意
向
を
反
映

し
た
答
申
書
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。
町
長
へ
の

答
申
は
11
月
末
を
予
定
し
て
ま
す
。

　
　
　
　

企
画
課
企
画
政
策
係　

℡
82
‐
５
６
２
４
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合
併
協
定
書
に
は
、
次
の
よ
う
に

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
３　

新
町
の
名
称

　

名
称
は
、
新
温
泉
町
と
す
る
。

た
だ
し
、
合
併
後
検
討
す
る
。」

新
温
泉
町
の
名
称
は
定
着

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
か

□
全
国
に
も
名
前
が
広
が

り
つ
つ
あ
る
。
町
民
に

も
他
町
に
も
受
け
入
れ

ら
れ
て
き
た
の
で
は
な

い
か
。

■
五
年
を
経
過
し
、
馴
染

ん
で
き
た
。
違
和
感
な

く
な
っ
て
き
た
。

□
名
称
は
定
着
が
図
ら
れ

て
お
り
、
自
立
が
図
ら

れ
つ
つ
あ
る
。

■
子
ど
も
も
普
段
に
使
っ

て
い
る
。
大
き
く
こ
だ

わ
り
は
無
い
。

□
最
初
は
違
和
感
が
あ
っ

た
が
、
今
は
そ
ん
な
に

思
わ
な
い
。
こ
れ
ま
で

の
５
年
間
を
無
駄
に
し

て
は
い
け
な
い
。

■
当
時
は
反
対
で
あ
っ
た

が
決
ま
っ
た
も
の
は
仕

方
な
い
。

□
新
温
泉
町
は
安
易
な
名
前
と
言
わ
れ

る
。

■
新
温
泉
町
の
名
前
は
、
未
だ
に
馴
染

ん
で
い
な
い
。

□
町
外
に
出
た
時
、
新
温
泉
町
は
知
ら

な
い
が
、
浜
坂
町
は
知
っ
て
い
る
と

言
わ
れ
る
。

■
未
だ
に
こ
だ
わ
り
が
あ
り
、
新
温
泉

町
と
は
書
き
た
く
な
い
。
温
泉
地
域

で
は
「
新
」
を
抜
い
て
温
泉
町
と
発

言
す
る
人
が
あ
る
。

□
未
だ
に
住
所
を
書
く
の
に
抵
抗
を
感

じ
る
。「
新
」は
仮
と
の
思
い
が
あ
る
。

■
新
温
泉
町
に
ど
れ
だ
け
誇
り
が
持
て

る
の
か
。
ど
こ
か
に
温
泉
が
出
た
な

ら
新
温
泉
で
あ
る
。
町
名
に
つ
け
る

名
前
で
は
な
い
。

名
称
の
検
討
に
お
い
て
、

「
現
行
の
名
称
」「
新
た

な
名
称
」
の
ど
ち
ら
を

選
択
す
べ
き
と
思
う
か

□
合
併
し
て
５
年
を
経
過
し
て
い
る
。

今
さ
ら
町
名
検
討
の
必
要
は
な
い
。

■
合
併
で
一
方
の
町
名
が
残
り
、
一
方

が
消
え
る
。
平
等
に
両
町
に
ふ
さ
わ

し
い
新
た
な
名
称
で
検
討
し
て
欲
し

い
。

□
「
新
温
泉
町
」
以
外
の
新
た
な
町
名

か
ら
従
う
だ
け
。

□
新
温
泉
町
の
名
前
が
こ
の
地
域
に
当

て
は
ま
っ
て
い
る
か
、
い
な
い
か
、

当
時
そ
の
判
断
が
あ
っ
た
か
。ビ
ジ
ョ

ン
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
か
が
大
事
。

■
合
併
の
経
過
を
い
く
ら
聞
い
て
も

何
の
た
め
に
合
併
し
た
の
か
、
ど
う

い
う
町
に
し
た
い
の
か
姿
が
見
え
な

い
。
町
づ
く
り
の
議
論
が
な
ぜ
最
初

に
出
来
な
か
っ
た
の
か
。
合
併
あ
り

き
で
進
ん
で
い
な
か
っ
た
の
か
。
今

後
、
ど
う
い
っ
た
町
に
す
る
の
か
示

し
て
欲
し
い
。

□
合
併
協
議
会
の
議
事
録
を
検
証
し
て

ほ
し
い
。

に
す
べ
き
。

■
現
行
の
町
名
が
悪
い
と
は
思
わ
な

い
。
変
更
し
た
ら
全
国
に
も
め
ご
と

の
悪
評
を
残
す
。

□
ジ
オ
パ
ー
ク
が
世
界
認
証
さ
れ
た
。

申
請
は
新
温
泉
町
の
名
前
。
町
名
は

旧
温
泉
、
旧
浜
坂
の
問
題
で
は
な
く

な
っ
て
い
る
。
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■
現
行
で
よ
い
。
浜
坂
、
大
庭
、
西
浜

が
合
併
し
た
際
に
大
庭
、
西
浜
は
無

く
な
っ
た
。
当
時
の
人
も
我
慢
し
た

と
思
う
。

□
広
く
町
民
に
呼
び
か
け
て
も
少
し
の

出
席
者
で
あ
る
。
殆
ど
の
人
は
、
今

さ
ら
検
討
す
る
こ
と
に
関
心
が
無
く
、

今
の
ま
ま
で
良
い
と
思
っ
て
い
る
。

■
現
行
の
名
称
で
い
く
と
い
う
強
い
意

見
を
伝
え
た
い
。

□
町
名
変
更
の
時
期
は
過
ぎ
た
。
こ
れ

以
上
、
町
が
割
れ
る
よ
う
な
事
は
し

な
い
で
欲
し
い
。

■
た
だ
し
書
は
、
条
件
付
き
で
あ
る
の

で
検
討
す
べ
き
。
但
し
、
町
名
は
今

の
ま
ま
で
良
い
。

□
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
約

５
４
０
０
万
円
も
の
経
費
を
使
っ
て

そ
の
他
の
意
見　

■
な
ぜ
、
今
の
時
期
に
検
討
を
始
め
た

か
。
合
併
後
、
何
年
も
経
過
し
て
い

る
。

□
検
討
委
員
会
は
、
合
併
協
議
会
の
検

証
ま
で
す
る
の
か
。
答
申
に
対
し
て

町
は
素
直
に
従
う
の
か
。
答
申
も
両

論
併
記
で
答
申
す
る
の
か
。
こ
れ
以

上
、
混
乱
す
る
こ
と
の
無
い
よ
う
お

願
い
し
た
い
。

■
住
民
が
割
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な

い
で
欲
し
い
。
住
民
投
票
も
し
な
い

で
欲
し
い
。

変
更
す
る
必
要
は
無
い
。
個

人
、
商
店
、
事
業
所
を
含
め

る
と
倍
以
上
の
費
用
が
掛
か

る
。
現
行
で
良
い
。

■
費
用
問
題
は
大
事
で
あ
る
が
、

別
の
問
題
。
名
称
の
再
検
討

を
優
先
す
べ
き
。

□
通
常
は
人
数
の
多
い
浜
坂
の

町
名
を
つ
け
る
の
が
妥
当
で

あ
ろ
う
。

■
集
ま
り
が
少
な
い
と
言
っ
て
、
皆
が

関
心
が
無
い
わ
け
で
は
な
い
。
こ
う

い
う
形
で
は
出
席
し
に
く
い
。
も
っ

と
集
落
に
出
向
く
よ
う
な
ス
タ
イ
ル

で
な
い
と
多
く
の
意
見
は
反
映
で
き

な
い
。
私
は
絶
対
変
え
る
べ
き
だ
と

思
う
。
我
々
の
年
代
は
こ
だ
わ
り
が

あ
り
死
ぬ
ま
で
馴
染
め
な
い
。

□
た
だ
し
書
が
あ
る
か
ら
と
安
易
に
変

更
す
る
に
は
リ
ス
ク
が
あ
り
、
慎
重

に
考
え
て
欲
し
い
。
他
府
県
に
対
し

て
も
今
さ
ら
恥
か
し
い
。

■
た
だ
し
書
が
つ
い
て
い
る
以
上
、
正

し
て
頂
き
た
い
。
参
加
者
が
少
な
い

か
ら
と
言
っ
て
意
見
が
無
い
わ
け
で

は
な
い
。
こ
の
際
、
住
民
投
票
を
行

う
な
ど
の
決
断
を
し
て
欲
し
い
。

□
こ
の
よ
う
な
懇
談
会
を
通
し
て
ウ
ミ

を
出
し
て
欲
し
い
。
声
を
聴
く
大
事

な
機
会
。
せ
っ
か
く
誕
生
し
た
「
新

温
泉
町
」
に
魂
を
込
め
る
こ
と
に
力

を
合
わ
せ
て
頑
張
る
べ
き
。

■
今
に
な
っ
て
変
え
て
も
収
ま
ら
な

い
。
検
討
し
た
う
え
で「
新
温
泉
町
」

で
収
め
る
と
い
う
ソ
フ
ト
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
の
考
え
も
あ
る
。

□
お
互
い
に
関
係
が
な
い
名
前
を
つ
け

る
の
な
ら
別
だ
が
、
し
こ
り
も
少
な

く
な
っ
て
き
た
。今
の
ま
ま
で
良
い
。

■
再
検
討
す
る
な
ら
ば
そ
れ
も
良
い

が
、
少
な
い
人
数
の
意
見
を
取
り
ま

と
め
て
も
、
町
民
全
体
の
声
と
は
い

え
な
い
。
検
討
委
員
会
だ
け
で
決
め

る
の
で
あ
れ
ば
委
員
の
胸
の
内
次
第

で
あ
る
。
形
だ
け
に
な
っ
て
は
い
な

い
の
か
。

□
合
併
後
５
年
を
経
過
し
、
子
ど
も
な

ど
各
種
団
体
が
一
つ
に
な
ろ
う
と
頑

張
っ
て
き
て
い
る
。
新
た
に
名
称
問

題
な
ど
で
ゴ
タ
ゴ
タ
が
起
き
な
い
よ

う
に
お
願
い
し
た
い
。

■
町
民
の
こ
と
も
考
え
た
か
。
５
年
経

過
し
て
か
ら
名
称
変
更
し
て
馴
染
む

か
。

□
名
称
を
変
更
す
る
と
全
国
に
笑
わ
れ

る
。
こ
れ
以
上
、
恥
の
上
塗
り
を
し

な
く
て
よ
い
。

■
た
だ
し
書
は
合
併
の
た
め
の
妥
協

案
。
現
行
の
名
称
で
い
か
な
け
れ
ば

と
思
う
。
た
だ
し
書
を
取
る
と
議
決

す
る
だ
け
で
よ
い
。
そ
れ
が
議
会
の

責
任
だ
と
思
う
。

□
子
供
が
大
学
に
行
っ
て
い
る
。
名
称

が
変
わ
る
と
い
ろ
い
ろ
な
変
更
手
続

き
が
必
要
と
な
る
。
名
称
は
そ
の
ま

ま
が
よ
い
と
思
う
。

島根県大田市を視察研修
（平成 22 年 10 月 19 日）
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□
名
称
変
更
に
伴
い
個
人
に
か
か
る
経

費
は
町
が
負
担
す
べ
き
。
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

は
な
ぜ
一
本
に
出
来
な
か
っ
た
か
。

諸
々
の
問
題
で
「
浜
坂
町
」
対
「
温

泉
町
」
の
構
図
が
あ
る
な
ら
ば
、
離

縁
し
て
も
良
い
。

■
両
町
の
融
和
を
考
え
る
な
ら
、
検
討

委
員
の
構
成
に
問
題
が
あ
る
。
議
員

６
名
、
一
般
６
名
で
あ
る
な
ら
ば
、

そ
れ
ぞ
れ
地
域
の
代
表
と
し
て
考
え

て
、
両
町
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
べ
き

で
あ
る
。

□
委
員
会
の
意
見
を
聴
く
機
会
と
思
っ

た
。
去
年
か
ら
検
討
し
て
い
る
の
で

も
っ
と
多
く
の
内
容
を
期
待
し
て
い

た
。

■
予
算
の
話
は
冒
頭
か
ら
出
す
べ
き
で

は
な
い
。
こ
れ
だ
け
（
費
用
が
）
掛

か
る
か
ら
や
め
ま
し
ょ
う
と
の
誘
導

に
な
る
。

□
委
員
会
の
答
申
に
法
的
な
拘
束
力
は

あ
る
の
か
。

■
大
庭
、
西
浜
、
久
斗
、
浜
坂
と
い
う

昔
か
ら
の
良
い
名
前
が
、
単
純
に
東

西
南
北
の
小
学
校
に
分
け
ら
れ
た
。

今
回
も
同
じ
。
名
前
に
よ
っ
て
一
つ

に
な
れ
な
い
所
が
あ
る
。

□
新
温
泉
町
の
「
新
」
は
あ
く
ま
で
名

称
で
あ
る
。「
新
し
い
」と
か「
古
い
」

と
か
で
と
ら
え
る
べ
き
で
は
な
い
。

■
委
員
会
を
な
ぜ
立
ち
上
げ
た
の
か
。

早
く
し
な
か
っ
た
の
は
議
員
の
怠

慢
。
今
さ
ら
後
ろ
向
き
の
意
見
を
出

さ
れ
て
も
困
る
。
検
討
委
員
会
の
経

費
も
無
駄
遣
い
で
あ
る
。
変
更
に
伴

う
経
費
は
、
一
般
の
人
は
個
人
負
担

で
あ
る
。

□
委
員
の
意
見
を
聞
き
た
い
。
こ
の
委

員
会
は
何
ぞ
や
と
の
思
い
が
あ
る
。

■
多
数
決
で
は
無
い
と
思
わ
れ
る
。
町

名
を
変
え
る
に
し
て
も
、
町
づ
く
り

の
議
論
を
お
こ
し
て
欲
し
い
。

□
検
討
委
員
会
は
各
地
域
の
住
民
意
見

を
聞
い
た
と
い
う
建
前
を
取
っ
た
だ

け
で
は
な
い
の
か
。

■
委
員
構
成
は
誰
が
決
め
た
の
か
。
議

会
が
議
論
す
る
の
に
委
員
会
の
半
分

を
議
員
が
占
め
る
の
は
お
か
し
い
。

□
観
光
産
業
で
働
い
て
い
る
が
、
お
客

は
町
名
で
来
て
い
る
訳
で
は
な
い
。

温
泉
の
お
客
は
湯
村
温
泉
で
来
て
い

る
。
海
産
物
の
お
客
は
浜
坂
の
名
で

来
て
い
る
。

■
懇
談
会
は
今
さ
ら
何
を
求
め
て
い
る

の
か
。
白
け
た
気
持
ち
。
融
和
を
口

に
す
る
議
会
も
旧
町
間
の
対
立
が
あ

る
。
議
会
議
員
に
お
願
い
し
た
い
の

は
真
に
新
温
泉
町
の
町
づ
く
り
に
専

新温泉町町名検討委員会委員名簿
区 分 氏　名 分 野 備　　考

会長 西村銀三 町議会の議員 新温泉町議会

副会長 森上　亘 地域を代表する者 新温泉町自治連合会

委員 小林俊之 町議会の議員 新温泉町議会

委員 田中一成 地域を代表する者 新温泉町自治連合会

委員 谷田一富 町議会の議員 新温泉町議会

委員 田村有康 地域を代表する者 新温泉町連合ＰＴＡ協議会
（平成 23 年 5 月 22 日まで）

委員 田村正文 地域を代表する者 新温泉町連合ＰＴＡ協議会
（平成 23 年 5 月 23 日から）

委員 中井　功 地域を代表する者 新温泉町自治連合会

委員 中村経逸 町議会の議員 新温泉町議会

委員 西村公子 町議会の議員 新温泉町議会

委員 西村哲也 地域を代表する者 新温泉町自治連合会

委員 西村敏弘 町議会の議員 新温泉町議会

委員 浜田直子 地域を代表する者 新温泉町連合ＰＴＡ協議会
（委員は 50 音順）

住民懇談会の開催状況
月  日 会　場 参加者数

  5 月 25 日（水）浜坂多目的集会施設 36 名
　　  30 日（月）新温泉町民センター 21 名
  6 月    6 日（月）浜坂南小学校 10 名
　       20 日（月）照来小学校 15 名
           22 日（水）浜坂東小学校 12 名
           27 日（月）諸寄基幹集落センター 13 名
           29 日（水）八田コミュニティセンター   8 名
           30 日（木）上山高原ふるさと館 14 名

念
し
て
欲
し
い
。

■
湯
村
温
泉
は
さ
び
れ
て
き
て
い
る
。

旧
温
泉
は
独
立
し
た
方
が
良
い
。
総

務
省
に
問
い
合
わ
せ
た
ら
独
立
も
で

き
る
と
聞
い
た
。

□
参
加
者
が
少
な
い
。
そ
の
よ
う
な
数

で
判
断
で
き
る
の
か
。

■
町
名
だ
け
の
検
討
で
は
な
く
、
合

併
自
体
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。
合
併

自
体
に
満
足
し
て
い
な
い
。
合
併
し

て
い
な
け
れ
ば
浜
坂
に
出
な
く
て
よ

い
。
十
五
分
の
損
。
仕
方
な
し
に
了

解
し
て
い
る
。
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町名検討委員会　各種団体との懇談会での意見の概要
①合併時の名称決定の経緯について、どう思われますか

　住民が納得してつけた名前なら良いが、今の町名は当時の町長、議員、県などが民意を置き去りにした
形で決められ、その後の説明もなかった。
　わずか２町の間で現町名を主張したり、論じ合ったことが既に争いの基となっている。当時の思いとし
て町名問題を先送りして、合併後混乱しないのかなと疑問に思った。
　若い職員から、町名問題については合併したときに決められなかった大人の責任と言われた。

②「新温泉町」の名称は定着していると思われますか
　４年を経過して町名も落ち着き、馴染んできている。検討するにも時期が遅すぎた。今更変更の必要は
ない。
　だし書きがある以上は検討すべき。これまで検討に手を付けなかったのは名称の定着化を狙ったものと
思われる。
　合併当時からなんかおかしい、とか、どうしても愛着が持てないという方もいるのは事実

③「新温泉町」の名称に誇りを持っていますか
　町名は一つの記号みたいなものであまりこだわりは無い。　特に今の若い人にはこだわりは無いのでは。
　まだ日が浅いので誇りとまではいかないが、町の文化や団体の活動には誇りを持っている。
　名称に誇りを持てるかの質問には複雑な気持ちであると答える。定着しているかの質問にはあきらめの
気持ちがありはしないだろうか。
　今更変えるとまたふりだしからとなる。団体も一緒にやりだしたら親類が増えたように感じる。きっと
10 年もしたら何か心に生まれるかもしれない。誇りとか共通意識とか。

④町名変更に伴う経費について、どう思われますか？
　名称変更をすれば経費がかかる、又行政だけでなく団体、企業にも大きな負担となる。
　町名を変えなければ町にとってマイナスとなる理由があれば、経費の問題ではない。
　町名変更に要する経費を何か町民のために使って欲しい。

⑤町名について（現行のまま、　新たな名称、　どちらとも言えない）？
　合併当初は対立感もあったが、最近は旧両町民の融和が図られている。町名の変更によって、もう一度
旧両町民が対立しかねない。町名の変更については反対する。
　新しい名称にしてほしい。今の名前では海をイメージできない。
　仮に町名を変更するようであれば「新」を取っていただきたい。
　町名を変えるなら、変わった場合の基本方針を先に示して話し合いをしていただききたい。

⑥その他（自由意見）
　合併したことにより、両地域の垣根が低くなり、融合性が出てきたというメリットがある。
町名を検討すること、又変えることで、町が二つに割れるような環境づくりはやめて欲しい。
　検討することで、政治論争の材料になる。町の対外的な信用度やイメージも悪くなる。
　病院の問題、少子化の問題など名称問題よりも優先すべき課題が多い。今の新温泉町を広めることが先決
だと思う。
　湯村温泉にとって浜坂のカニがわが町のカニとなる。浜坂も同じく但馬牛が使える。お客さんに対する
アピール度は高まった。お客さんには行政の線は関係ない。それぞれが培ってきたブランドは活かせば良い。
　但し書きのこぶを取るために検討委員会をするのか、町政を進めていくうえで新温泉町という名が不都
合なので検討するのか基本的な姿勢が分らない。
　委員会での結論に対しての町の対応が今のままでは曖昧な感じがする。
　町名の検討が、過去の決定のいきさつにこだわりがあり、それにケリをつけようというだけであれば意味が
ない。新しい町として、新しい構想での運動、その中で町名とは何だということを考える機会としてすれば良い。
　何のために合併をするのか、合併の狙い、目的、意義を議論されずにきた。民意が違う地域が合併する
からこそ新しい文化や新しい町ができる。
合併はやむをえないが、地域の発展につき相当の覚悟で議論したのかという疑問を持つ。

　意見聴取団体　:　1 ２団体　　　聴取時期　：　平成 23 年 2 月 9 日～ 3 月 12 日
　　※ 類似した内容をまとめているため、各団体の直接の意見ではない部分があります。
　　※ 各団体が特定できないよう表現を変えた部分があります。
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 合併までの経緯
 平成 15 年 10 月 18 日 浜坂町・温泉町合併協議会を設置
 平成 15 年 11 月 12 日 第 2 回協議会から町名協議が開始される。※浜坂町議会では現行町名は使用しないと確認してい

たが、最終的に現行町名は使用可という形で一般公募することになった。
 平成 15 年 12 月 26 日
 ～平成 16 年 1 月 13 日

町名公募（約１カ月間）

 平成 16 年 1 月 21 日 第 1 次選考で「浜坂」「温泉」「おんせん」「湯の浜」「湯の里」を選考。
 平成 16 年 3 月 17 日 第 2 次選考で「浜坂」「温泉」を選考。合併協議会でどちらを選定するか議論したが、平行線の

まま決定に至らず。そのため、合併協議会長が３号委員（学識経験者の委員）に検討を要請する。
５月 19 日に 3 号議員で検討するが結論出ず。さらに 6 月 16 日に２号委員（町会議員が中心）
で調整を行ったが進展なく、２町の町長・議長に判断を委ねる。

 平成 16 年 7 月 9 日 第 10 回協議会において、２町の町長・議長による協議の結果、名称は「温泉町」と報告される。
 平成 16 年 8 月 28 日 第 11 回協議会で浜坂町議会選出の２名の委員が辞職届を提出。さらに、浜坂町長が「新町名の

再考をお願いしたいと」発言するが採択に至らず。
 平成 16 年 9 月 11 日 第 12 回協議会で、浜坂町長が新町名の名称再考について要望書を提出。
 平成 16 年 9 月 18 日 第 14 回協議会で、要望書は議題として取り扱わないことになった。
 平成 16 年 10 月 2 日 合併調印式。合併協定書に新町名は「温泉町」と記載。
 平成 16 年 10 月 18 日 浜坂町議会（臨時会）が開催され、合併にかかる配置分合議案を否決。関係議案も取り下げられた。
 平成 16 年 12 月 26 日 浜坂町の中村町長辞職に伴う町長選挙が実施され、陰山町長が就任。
 平成 17 年 2 月 9 日 第 16 回協議会で、浜坂町長が「新しい町は新しい町名でお願いしたい」と提案。２町の町長、

議長及び３号委員の代表による協議が行われる。
 平成 17 年 3 月 19 日 新町名については「新温泉町とする。ただし合併後検討する」と改められ両町議会で可決。

町
名
検
討
委
員
会
の
活
動
経
過

第
１
回
検
討
委
員
会　

基
本
方
針
の
確
認　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
22
年
７
月
31
日
）

第
２
回
検
討
委
員
会
（
講
演
）

　
「
合
併
後
の
町
づ
く
り
― 

町
名
検
討
に
あ
た
っ
て
考
え
る
こ
と
」

　

講
師　

関
西
学
院
大
学
教
授  

小
西
砂
千
夫
氏　
　
（
９
月
26
日
）

第
３
回
検
討
委
員
会　

視
察
研
修
の
実
施
に
つ
い
て　

他　
　
　

  　
　
　

  （
10
月
14
日
）

第
４
回
検
討
委
員
会　

島
根
県
大
田
市
視
察　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
10
月
19
日
）

第
５
回
検
討
委
員
会　

懇
談
会
の
意
見
聴
取
の
方
法
等
に
つ
い
て　

他　
　
（
11
月
10
日
）

第
６
回
検
討
委
員
会　

合
併
前
の
町
名
検
討
の
経
過
に
つ
い
て　

他　
　
　
（
12
月
18
日
）

町
内
各
種
団
体
と
の
懇
談
会　

12
団
体
（
４
回
） 　

(

平
成
23
年
２
月 

９
日
～
３
月
12
日)

第
７
回
検
討
委
員
会　

住
民
懇
談
会
の
実
施
に
つ
い
て　

他　
　
　
　
　
　
（
４
月
11
日
）

住
民
懇
談
会
（
町
内
８
会
場
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
５
月
25
日
～
６
月
30
日
）

第
８
回
検
討
委
員
会　

観
光
大
使
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て　

他　
　
（
７
月
12
日
）

第
９
回
検
討
委
員
会　

中
間
報
告
の
内
容
、懇
談
会
の
結
果
に
つ
い
て　

  　
（
８
月
５
日
）

第
10
回
検
討
委
員
会　

懇
談
会
の
広
報
掲
載
、
中
間
報
告
に
つ
い
て　
　
　
（
８
月
31
日
）

関西学院大学・小西砂千夫教授を講師
に講演会を開催（平成 22 年 9 月 26 日）

住
民
懇
談
会
を
終
え
て

　
　
　
　
　
　

委
員
長　

西
村
銀
三

　

住
民
の
皆
様
の
意
見
は
、
大
き
く

３
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
1
つ
は

「
金
銭
」
に
関
す
る
意
見
、
2
つ
目

は
、
５
年
以
上
も
経
っ
て
い
る
と
い

う
「
時
間
」
に
つ
い
て
の
意
見
、
3

つ
目
が
ま
ち
づ
く
り
の
「
理
念
」
に

つ
い
て
の
意
見
で
す
。
も
ち
ろ
ん
こ

れ
ら
に
つ
い
て
の
感
情
的
意
見
も
あ

り
ま
し
た
。

　
「
金
銭
」
と
「
時
間
」
は
、
現
実

論
と
言
え
ま
す
。「
理
念
」
は
、
未

来
論
と
も
言
え
る
で
し
ょ
う
。「
現

実
」
と
「
未
来
」
の
バ
ラ
ン
ス
を
考

え
た
方
向
性
が
、
わ
が
町
に
必
要
だ

と
考
え
ま
す
。
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町政のうごきから
　

岡
本  

操 

教
育
長
が
就
任

　
　

      

子
ど
も
た
ち
に
豊
か
で
幸
せ
な
未
来
を
届
け
よ
う

　

新
温
泉
町
教
育
長
の
重
責
を
担
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
全
身
全
霊
そ
の
職

責
を
全
う
す
る
べ
く
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ど
う
か
ご
指
導
ご
支
援
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
。
人
づ
く

り
は
ま
ち
づ
く
り
で
す
。「
ヒ
ト
は
人

と
出
会
い
、つ
な
が
り
に
よ
っ
て
『
人
』

と
な
る
」　

そ
う
考
え
る
私
は
、
町
民

の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
大
切
に
さ

れ
、
お
互
い
が
温
か
い
人
間
関
係
の
中

で
支
え
ら
れ
る
町
づ
く
り
の
基
本
に
教

育
を
据
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

高
齢
化
が
進
む
中
、
生
涯
に
わ
た
っ

て
健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ
て
学
び
続

け
る
環
境
づ
く
り
は
大
き
な
教
育
の
柱

で
す
。
言
う
ま
で
も
な
く
乳
幼
児
期
か

ら
小
・
中
学
校
ま
で
の
教
育
が
そ
の
基

盤
で
あ
り
、最
も
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

新
温
泉
町
に
生
ま
れ
育
つ
こ
と
に
誇
り

を
持
ち
、
夢
と
志
を
も
っ
て
懸
命
に
努

力
す
る
子
ど
も
た
ち
を
育
て
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
何
よ
り
も
私
た
ち

大
人
の
役
割
が
大
切
で
す
。
家
庭
・
学

校
・
地
域
の
努
力
と
、
そ
の
連
携
で
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、「
未
来
」
を
体
に
宿

し
て
い
ま
す
。
豊
か
で
幸
せ
な
未
来
を

子
ど
も
た
ち
に
届
け
る
た
め
に
、
手
を

携
え
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　

8
月
23
日
、
教
育
長
に
岡
本
操
氏
（
塩
山
）
が
就
任
し
ま
し
た
。
松
岡
正

前
教
育
長
の
退
職
（
8
月
10
日
付
）
に
伴
い
、
23
日
、
町
議
会
で
岡
本
氏
の

教
育
委
員
の
選
任
同
意
が
な
さ
れ
、
そ
の
後
開
催
さ
れ
た
町
教
育
委
員
会
で

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

医療を考える会　　　    　
　　巡回講座 ②

小児の救急セミナー　どういうときに救急受診するか？
　　　　　　　　　お母さん方の疑問にお答えしました

　8 月 20 日、新温泉町の医療を考える会（公
立浜坂病院）の地域に出向いて行う第 2 回巡回
講座「小児の救急セミナー」が、ナカケー白川
店プラザホールで行われました。35 組の親子ら
が参加し、救急診療を受けるタイミングや家庭
でできる突然の症状への対処法を学びました。
　講師には、今年 3 月まで公立浜坂病院に勤
務していた山田博之医師（現・市立伊丹病院小
児科）が登場。子どもの発熱、脱水症状、けい
れんなどへの対処法をわかりやすく説明し、「症
状だけで判断するのではなく、『何となくおか
しい』という母親の感覚を大切にしてほしい。」
とアドバイスしました。
　地域医療を支えるためには、住民のみなさん
との共通理解が大切です。今後も医師が出向き、
病気予防などを指導する巡回講座を行います。
◆問い合わせ　公立浜坂病院　℡ 82 ‐ 1611

浜坂高校インターアクトクラブの生徒が託児ボランティア
で参加（写真上左）講師を務めた山田博之医師（写真上右）
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町政のうごきから

「まちづくり　アイデア　はがき」
　　■町への提案を書いてください。

広報紙に掲載する場合は、氏名を載せてよい・とく名を希望
（どちらかを○で囲ってください）

―
ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き
―

　
　
皆
さ
ま
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

住
民
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
す
る
た
め
、
皆
さ
ま
か
ら
ま
ち

づ
く
り
に
対
す
る
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

 
ジ
オ
パ
ー
ク
に
親
し
む
イ
ベ
ン
ト
が

　
　
　
　
　
　
た
く
さ
ん
開
催
さ
れ
ま
し
た

ジオパークの大地（浜坂海岸）の
模型をつくる小学生ら

9
月
の
ジ
オ
イ
ベ
ン
ト

◆
ジ
オ
ツ
ア
ー
「
但
馬
御
火
浦
と
鉄
道

　

遺
産
め
ぐ
り
」　

9
月
18
日
（
日
）

　

問
全
但
バ
ス
湯
村
温
泉
営
業
所

　
　

℡
92
‐
０
１
３
７

◆
霧
ヶ
滝
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

　

9
月
25
日
（
日
）

　

問
上
山
高
原
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
　

℡
99
‐
４
６
０
０

　

夏
休
み
期
間
中
に
、
山
陰
海
岸
ジ
オ

パ
ー
ク
館
を
は
じ
め
町
内
各
地
で
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県

内
外
か
ら
多
く
の
方
に
参
加
い
た
だ

き
、
実
際
に
海
の
中
で
生
物
を
採
集
し

た
り
、
地
元
ガ
イ
ド
に
よ
る
説
明
を
受

け
た
り
と
、
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の

魅
力
を
体
感
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

▽
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館
主
催

の「
化
石
が
語
る
山
陰
の
成
り
立
ち
」

講
演
会
（
7
月
31
日
）
▽
環
境
省
浦

富
自
然
保
護
官
事
務
所
主
催
の
田
井

の
浜
で
磯
の
観
察
会
（
8
月
7
日
）

　

８
月
７
日
に
は
、山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー

ク
館
で
「
ジ
オ
パ
ー
ク
の
大
地
の
模
型

を
つ
く
ろ
う
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
山

陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
内
の
拠
点
施
設
６

カ
所
で
展
示
や
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実

施
す
る
「
お
も
れ
ェ
～
！
山
陰
海
岸

ジ
オ
パ
ー
ク
」
と
し
て
行
わ
れ
た
も

▽
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
主
催

の
現
地
学
習
会
（
８
月
8
日
御
火
浦

コ
ー
ス
、
8
月
22
日
居
組
コ
ー
ス
）

▽
八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
主

催
の
化
石
発
見
体
験
教
室
（
8
月
21

日
）　

な
ど

の
で
、
こ
の
日
は
同
館
周
辺
の
地
図
を

標
高
ご
と
に
高
さ
を
変
え
て
貼
り
付
け
、

立
体
的
な
模
型
を
制
作
し
ま
し
た
。
参

加
し
た
小
学
生
ら
は
、
自
分
で
地
図
を

作
る
こ
と
で
浜
坂
海
岸
の
成
り
立
ち
や

地
質
を
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

赤木三郎鳥取大学名誉教授による
ジオオパーク講演会
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■住　所

　　新温泉町

電話　　　　－　　　　　　　　

■氏　名（ふりがな） 年 齢 　　   歳

性 別 男  ・  女 

※個人情報は、「まちづくりアイデアはがき」の目的以外には使用しま
せん。

※住所、氏名等の記載のないはがきへの回答はできませんのでご了承ください。

郵　便　は　が　き

新温泉町浜坂 2673-1

新温泉町役場企画課

「まちづくり アイデア はがき」係行

6 6 9 6 7 9 0

町政のうごきから
◆
応
募
資
格

①
町
内
に
住
所
が
あ
り
、
本
町
と
鳥

取
県
東
部
圏
域
と
の
連
携
し
た
取
組

に
つ
い
て
関
心
の
あ
る
満
20
歳
以
上

（
平
成
23
年
４
月
２
日
現
在
）
の
方

②
原
則
と
し
て
、
平
日
の
昼
間
に
年
数

回
程
度
開
催
す
る
委
員
会
に
出
席
で

き
る
こ
と

※
本
町
の
審
議
会
等
の
委
員
を
３
機
関

以
上
兼
ね
て
い
る
方
や
本
町
の
議
会

議
員
、町
職
員
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

◆
人
数　

１
名

◆
任
期   

　

委
嘱
の
日
か
ら
平
成
24
年
3
月
31
日

ま
で

◆
謝
金　

鳥
取
市
で
の
会
議
出
席
1
回

　

あ
た
り
３
千
円
を
支
払
い
ま
す
。

◆
応
募
方
法

　

①
「
公
募
委
員
申
込
書
」
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
②
「
鳥
取
県

東
部
圏
域
と
新
温
泉
町
の
活
性
化

に
つ
い
て
」
の
意
見
（
４
０
０
字

程
度
）
を
添
え
て
、
役
場
企
画
課

委員募集
鳥
取
・
因
幡
定
住
自
立
圏

　
　
　

共
生
ビ
ジ
ョ
ン
懇
談
会
委
員

　

本
町
は
、
鳥
取
県
東
部
１
市
４
町
で
構
成
し
て
い
る
「
鳥
取
・
因
幡
定
住
自

立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
懇
談
会
」に
参
加
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。同
懇
談
会
は
、

密
接
な
生
活
圏
を
形
成
す
る
自
治
体
が
連
携
し
、
定
住
と
自
立
を
め
ざ
し
て
医

療
や
産
業
、
公
共
交
通
な
ど
に
つ
い
て
の
施
策
を
話
し
合
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
連
携
施
策
に
広
く
町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

  一日も早い復興を願って　東日本大震災

ご支援ありがとうございました
これからもご協力をお願いします
　新温泉町では被災された方々を支援するため、
住民の皆さまや企業から寄せられた義援金や支援
物資の搬送、町職員の派遣を行っています。
　今後も随時、支援を行う予定です。皆さまのご
協力をお願いします。
■義援金　8 月 18 日、送り火の会の田中瑞穂会
長らが役場を訪れ、8 月 15 日に実施した岸田川
灯籠流しで募った義援金を寄託されました。

　義援金は、
役 場 総 務 課
と 温 泉 総 合
支 所 振 興 課
で 受 け 付 け
ています。

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
電
子
メ
ー

ル
で
も
受
け
付
け
ま
す
。）

※
公
募
委
員
申
込
書
は
、
役
場
企
画
課

お
よ
び
温
泉
総
合
支
所
振
興
課
に
備

え
付
け
て
い
る
ほ
か
、
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◆
応
募
締
切

　

9
月
26
日
（
月
）
必
着

◆
選
考
方
法

　

書
類
に
よ
る
選
考
の
ほ
か
、
必
要
に

応
じ
て
面
接
を
行
い
ま
す
。
結
果
は
10

月
上
旬
に
文
書
で
通
知
し
ま
す
。

―
問
い
合
わ
せ
―

　

企
画
課
通
信
基
盤
整
備
係

　

℡
82
‐
５
６
２
４
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広報しんおんせん（９月号）

町政のうごきから

新温泉町エココンパクトタウン構想
策定に関する全世帯アンケート

ご協力をお願いします
　地球温暖化をはじめとする「地球環境問題」に対する世界的な関心・危機感がますます高まっ
てきています。特に東日本大震災以降では今後のエネルギーの在り方や、ライフスタイルの見
直しが求められるとともに、クリーンエネルギーの利用について要望が高まっています。
　一方、新温泉町では長引く不況の影響や人口減少などで地域活力の低下も顕著となってきま
した。そのため町では、環境保全と産業振興の両面から、町民、事業者、行政の協働により、
再生可能エネルギー等の活用及び省エネルギーの取組推進など、地産地消による地域活性化を
目指す循環型まちづくりを進めていくことを目的として「新温泉町エココンパクトタウン構想」
を策定します。　

　計画を皆さんとともに実行できるものにするため、
全世帯を対象にアンケート調査を実施し、新エネル
ギーに対する意識や希望等をお聞かせいただき、構想
策定に反映させていきたいと考えています。
　調査の趣旨をご理解いただき、ご協力くださいます
ようお願いします。

地球温暖化の原因となる二酸化炭素（CO2）の排出
量が少なくエネルギー源となるものを言います。日
本の法律では「技術的に実用化段階にありながら、
経済的な制約等により普及が遅れている石油代替え
エネルギーの導入を図るため必要なもの」としてい
ます。
　

―  問い合わせ  ―
企画課　通信基盤整備係　℡ 82 ‐ 5624

　アンケート調査の実施について

アンケート調査票の配布
≪   9 月上旬～  ≫　

　各区長、町内会長を通じて配ります。

アンケートの回収
≪   9 月 24 日（土）までに  ≫　

　各区長、町内会長へお届けください。

　新エネルギーとは

太陽光発電や風力発電などのように、

　太陽光発電
　風力発電

　バイオマス発電
中小規模水力発電※

１

　地熱発電※
１

発電分野

新エネルギー

再生可能エネルギー

大規模水力発電、海洋エネルギー

　太陽熱利用
　温度差熱利用

　バイオマス熱利用
　雪氷熱利用

熱利用分野

※１　中小規模水力発電は、1,000kw 以下のもの、

　　
地熱発電はバイナリー方式のものに限る。

バイオマス燃料製造
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浜坂中サッカー部全国大会で
　　　　全力を尽くす

　8 月 19 日、大津市で行われた全国中学校
体育大会に初出場した浜坂中学校サッカー部
は、1 回戦で全国準優勝の経験もある青森山
田中学校（青森県）と対戦。0 対 3 で敗れま
したが、終始攻めのサッカーを貫き、全力を
尽くしました。
　町長をはじめ保護者ら多くのサポーターが
応援に駆けつけ、グランドで懸命にプレーす
る選手たちに惜しみない拍手と声援で、健闘
をたたえました。

広報しんおんせん（９月号）

H23（2011）.9.8

夏休み
児童生徒が大活躍！
　
　2 学期がスタート
　日焼けした元気な顔で学
　校生活を始めました
　40 日間の夏休みで、子
　どもたちは大きな成長を
　遂げました
　

ニュージーランドの市等
から送られた楯と歴史書

笑顔で研修報告する生徒たち

海外研修のお土産は「大きな成長」です

　浜坂中学と夢が丘中学の 3 年生 16 人が、7 月 30 日か
ら 8 月 11 日の日程でニュージーランドでの海外研修に
参加し、それぞれ「オックスフォード・エリア・スクール」

（浜坂）と「マウント・ハット・カレッジ」（夢が丘）でホー
ムステイをしながら学校での授業や校外活動など貴重な
体験をしました。
　中学生の国際理解や英語力の向上などをめざして町と
町教委が行っているもので、8 月 18 日、役場で報告会 
を行い、大きな感動と成長が報告されました。「英語で 
は苦労したが、気持ちでコミュニケーションがとれた。」

「食事は３人前。羊が何千頭もいて、すべてのスケールが
日本と違う。」など、毎日が驚きの連続だったようです。
ホストファミリーはやさしく寛大で、親切に接してくれ
たので、帰りたくないと泣いた生徒もあったようです。
　また、それぞれの学校があるオックスフォード市と 
アッシュバートン地区評議会から、交流のしるしとして
歴史書と楯が町に届けられました。町長室に展示してい
ます。ぜひ、ご覧ください。
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全国中学相撲大会に３年連続出場　
　　浜坂中相撲部が大健闘

　県中学総体団体で団体戦３位と健闘した浜坂中
学校相撲部は、8 月 20、21 日に姫路市で開催され
た全国中学校相撲選手権大会に出場。予選 1 回戦
は日田大山（大分県）に勝利しましたが、続く試
合では惜しくも敗れ、ベスト 32 入りを逃しました。
　また県大会で 4 位になり、県代表として個人戦
に出場した下釜歩樹君は、予選リーグを 2 勝 1 敗
で見事に突破。決勝トーナメントで初戦は勝利し、
2 戦目に敗れたもののベスト 32 に入る大健闘でし
た。全員 2 年生であり、来年にも大きな期待が寄
せられます。

広報しんおんせん（９月号）

H23（2011）.9.8

練習の成果を発揮　　　　
　　　　　　　水泳記録会

　水泳記録会が 8 月 20 日、浜坂 B&G 海
洋センタープールで行われ、参加した町内
の小学生 114 人が自己タイム更新をめざ
して懸命な泳ぎを見せました。
　自由形と平泳ぎ、それぞれ 25㍍と 50㍍、
リレー種目に延べ 229 人が出場。デッド
ヒートを繰り広げながら全員が最後まで泳
ぎ切りました。子どもたちは夏休みの練習
の成果を遺憾なく発揮し、真っ黒に日焼け
した顔は満足げでした。

第 22 回北但西部管内 緑の少年団交流大会

　８月３日、県立但馬牧場公園で北但西部管内緑の少年団
交流大会が行われました。緑や自然を愛し、心豊かな児童
に育成することを目的に毎年行っているもので、この日は
２町 18 小学校から 347 名の児童が参加。オオヤマザク
ラの苗木５本を植樹した後、丸太切り体験や木工クラフト
づくりを通して交流を深めるとともに、地球環境を守るこ
とや森林など自然の大切さを再確認しました。
　誓いの言葉では、参加者を代表して浜坂北小６年中村ら
いなさん（写真下・左）は、「ジオパークにも認定された
浜坂の美しい海を守るためには、森林の緑を守らなければ
ならない。木を植え育て、山と海を守ります。」と発表。
温泉小６年田中耀希さん（写真下・右）は、「新温泉町は
豊かな緑と山、海に囲まれているが、僕たちの出すゴミで
汚れている。自然の大切さについて学び、きれいな海と山、
豊かな自然を守り育てる人になりたい。」と誓いました。
　緑の少年団は、学校園で花づくりや里山の自然観察など
緑化推進や環境保全活動を幅広く行っています。



18広報しんおんせん（９月号）

H23（2011）.9.8

　

排
出
量
は
年
々
減
少
し
、
資
源
化
が

進
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
人
口
の
減

少
と
平
成
12
年
度
に
開
始
し
た
ご
み
の

分
別
が
普
及
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

本
町
の
一
般
家
庭
で
は
、
残
飯
の
よ

う
な
食
品
残
渣
は
、
主
に
「
燃
え
る
ご

み
」
と
し
て
排
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
以

前
は
「
た
い
肥
」
に
利
用
し
て
い
た
家

庭
も
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
で
は

減
少
し
て
い
ま
す
。

　

必
要
以
上
の
食
品
は
購
入
し
な
い
な

ど
消
費
生
活
を
根
本
か
ら
見
直
し
、「
水

切
り
」
等
に
よ
る
排
出
の
徹
底
や
生
ご

み
処
理
機
等
を
活
用
し
て「
た
い
肥
化
」

　

現
在
で
は
、
大
量
消
費
・
大
量
廃
棄
に
よ
る
環
境
破
壊
の
時
代
を
反
省
し
、

地
球
環
境
に
や
さ
し
い
様
々
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
る
な
ど
、
以
前
の
ご
み

に
対
す
る
考
え
方
に
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
人
が
生
活
す

る
と
必
ず
“
ご
み
”
は
出
ま
す
。
ご
み
無
し
の
生
活
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
町
は
、
さ
ら
な
る
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
を
進
め
る
た
め
、
本

年
度
、
将
来
の
ご
み
問
題
に
つ
い
て
の
方
向
性
を
示
し
た
「
新
温
泉
町
一
般

廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
」
を
見
直
す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
本
町
の
〝
ご
み
〟

に
つ
い
て
も
う
一
度
、
真
剣
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
民
課　

生
活
環
境
係　

℡
82
‐
５
６
２
１

 
住
み
よ
い
生
活
環
境
を
め
ざ
し
て
（
上
）

　

み
ん
な
で
考
え
よ
う
ゴ
ミ
の
こ
と

■
町
の
ご
み
の
排
出
量

■
ご
み
処
理
の
課
題

　

燃
え
る
ご
み
を　
　
　
　
　

　
　
　
　

減
ら
し
ま
し
ょ
う

□
食
品
残
渣
（
食
べ
残
し
）

　

→ 

水
切
り
を
忘
れ
ず
に

　

→ 

た
い
肥
化
を
す
す
め
ま
し
ょ
う

□
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
系
ご
み

　

→ 

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
よ
り
水
筒
を

　

→ 

分
別
を
習
慣
化
し
ま
し
ょ
う

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
白
色
ト
レ
ー
は
資

源
回
収
が
定
着
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、

本
町
の
分
別
区
分
に
な
い
「
そ
の
他
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
」
や
そ
の
他
の
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル

等
は
、
一
部
商
店
が
独
自
回
収
を
し
て

い
る
も
の
の
、
燃
え
る
ご
み
に
な
り
ま

す
。

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
焼
却
は
環
境
負

荷
が
大
き
く
、
焼
却
炉
へ
の
負
担
も
大

き
く
な
る
こ
と
か
ら
、
焼
却
処
理
を
極

力
控
え
る
施
設
も
あ
り
ま
す
。

　

本
町
も
、
他
の
北
但
１
市
１
町
と
同

様
に
、
平
成
28
年
度
の
「（
仮
称
）
北

但
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」
稼
働
に
向
け

て
、「
そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器

包
装
」
を
分
別
区
分
に
追
加
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
の
平
成
22
年
度
の
１
年
間
の
ゴ

ミ
の
排
出
量
は
、
合
計
約
５
，
３
０
０

ト
ン
、
一
人
あ
た
り
約
３
１
０
㎏
に
も

な
り
ま
す
。

ごみの排出量の推移
トン

※１トン以下を
四捨五入してい
る た め、 合 計 が
合わない場合が
あります。

を
進
め
ま
し
ょ
う
。
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  ごみに関するアンケート調査に　
　　　　　　　　ご協力ください
　全世帯を対象にアンケート調査を実施します。
９月 24 日までに区長・町内会長さんにお届けく
ださい。

  発泡スチロール回収実験を行います
　10 月下旬の日曜日に発泡スチロールの試験回
収（ごみステーション利用）を行います。
　日程は決まり次第お知らせします。

ごみの出し方＜お願い＞
①ジャンプ傘（バネ付き傘）は、骨だけにして、

必ず縛って出してください。
②ごみステーションに出す場合は、決められた時

間を守ってください。
③クリーンセンターへ直接持ち込む場合は、ごみ

が飛ばされないよう固定するとともに、清富、
指杭集落内を通行しないようにしてください。

■
ご
み
の
減
量
化
・　
　
　

　
　
　

資
源
化
を
目
指
し
て

　

本
町
の
ご
み
量
は
年
々
減
少
し
て
い

ま
す
が
、
一
人
あ
た
り
の
年
間
排
出
量

に
大
き
な
変
化
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
普

段
出
し
て
い
る
ご
み
の
中
に
は
、
ま
だ

ま
だ
資
源
化
で
き
る
も
の
も
た
く
さ
ん

あ
り
、
出
し
方
を
少
し
工
夫
す
る
だ
け

で
量
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

本
町
は
但
馬
の
中
で
も
細
か
く
分
別

を
行
っ
て
お
り
、
住
民
意
識
が
高
い
こ

と
か
ら
資
源
ご
み
の
質
は
良
好
で
あ
る

と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
さ
ら
に
皆
さ
ん
の
意
識
を
高

く
し
、
ご
み
の
減
量
化
を
進
め
、
環
境

に
や
さ
し
い
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

□
紙
類

　

→
資
源
ご
み
回
収
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

　
「
紙
製
容
器
包
装
」
の
分
別
は
、
他

の
分
別
区
分
と
比
較
す
る
と
徹
底
さ
れ

て
い
な
い
状
況
で
す
。
燃
え
る
ご
み
の

中
に
は
紙
類
が
比
較
的
多
い
の
で
、
分

別
し
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

ダ
ン
ボ
ー
ル
や
新
聞
紙
等
の
古
紙
類

は
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
回
収
や
各
種
団
体

の
資
源
ご
み
回
収
で
、
一
定
の
成
果
が

上
が
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
少
子
高

齢
化
等
に
よ
る
登
録
団
体
が
減
少
す
る

こ
と
が
予
測
さ
れ
る
た
め
、
今
後
は
そ

の
育
成
を
強
化
す
る
と
と
も
に
新
た
な

資
源
ご
み
回
収
方
法
に
つ
い
て
検
討
す

　

持
込
み
ご
み
が　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

増
え
て
い
ま
す

　

引
越
や
事
業
所
の
直
接
持
込
み
が
増

加
傾
向
に
あ
り
、
抜
本
的
な
見
直
し
が

必
要
で
す
。

　

無
駄
な
も
の
を
購
入
し
な
い
と
い
う

意
識
改
革
も
大
切
で
す
。
リ
サ
イ
ク
ル

業
者
を
活
用
し
た
り
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

回
収
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

新
施
設
で
は
、
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
は

処
理
で
き
な
い
予
定
で
す
。
し
た
が
っ

て
本
町
も
処
理
方
法
を
早
急
に
決
定
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
事
業
所
の
み

な
さ
ん
は
、
町
条
例
で
規
定
さ
れ
て
い

る
処
理
可
能
な
事
業
系
一
般
廃
棄
物
に

つ
い
て
も
産
業
廃
棄
物
処
理
業
者
等
の

活
用
に
つ
い
て
検
討
を
は
じ
め
ま
し
ょ

う
。

　

ま
た
、
施
設
へ
の
運
搬
距
離
も
長
く

な
り
ま
す
。
事
業
所
系
ご
み
の
減
量
化

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

不
法
投
棄
、
野
焼
き
を　
　

　
　
　
　

  

撲
滅
し
ま
し
ょ
う　

　

本
町
の
海
岸
部
や
山
間
部
の
「
不
法

投
棄
」
は
な
く
な
ら
ず
、
定
期
的
な
監

視
や
巡
回
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
野
焼
き
」
も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
「
不
法
投
棄
」
や
「
野
焼
き
」
は
法

律
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
重
大
な
犯
罪
で

す
。
不
法
投
棄
や
野
焼
き
を
見
つ
け
た

ら
、
役
場
や
警
察
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

※
紙
製
容
器
包
装　

商
品
の
包
装
紙
や

紙
コ
ッ
プ
等
、
紙
で
で
き
た
製
品
全

般
の
こ
と
。
本
町
で
は
、
こ
の
う
ち

段
ボ
ー
ル
と
紙
パ
ッ
ク
は
別
に
分
別

し
て
い
ま
す
。

紙製容器包装用のごみ袋

後を絶たない不法投棄
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診
種接 　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
と
高
齢
者
や
慢
性
疾
患
患
者
が
死
亡
す
る
確
率

が
高
く
な
り
ま
す
。
気
管
支
炎
や
肺
炎
な
ど
を
合
併
し
、
重
症
化
す
る
こ
と
が
多

い
の
も
特
徴
で
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
、
か
か
っ
て
も
重
症
に
な
る

こ
と
を
防
ぐ
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
10
月
1
日
か
ら
予
防
接
種
を
開
始
し
ま
す
。
希
望
の
方
は
、
医
療
機
関

に
予
約
を
し
て
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
12
月

上
旬
ま
で
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

高
齢
者
に
は
費
用
助
成

　

65
歳
以
上
の
方
は
、
１
シ
ー
ズ
ン
に

１
回
の
予
防
接
種
で
効
果
が
あ
り
ま

す
。
65
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
一
部
公

費
負
担
し
ま
す
。

▽
対
象

①
満
65
歳
以
上
（
接
種
当
日
）
の
方

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、
一

定
の
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
の
機
能

ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
免
疫
機
能
の
障
害
を
有
す
る
方

（
医
師
の
診
断
書
ま
た
は
身
体
障
害

者
手
帳
の
写
し
が
必
要
）

▽
接
種
費
用

　

自
己
負
担
額　

２
，
０
０
０
円

▽
接
種
期
間

　

10
月
１
日
～
平
成
24
年
１
月
31
日

　
（
10
月
１
日
か
ら
予
約
受
付
開
始
）

 
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　
　

 

流
行
す
る
前
の
12
月
上
旬
ま
で
に
接
種
し
ま
し
ょ
う

せら

▽
接
種
に
あ
た
っ
て

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
は
法

的
義
務
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
受
け
る
か

受
け
な
い
か
を
決
め
る
の
は
ご
本
人
の

意
思
に
よ
り
ま
す
。

予
防
接
種
を
受
け
る
手
順

①
接
種
を
希
望
す
る
医
療
機
関
に
事
前

に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
ワ
ク

チ
ン
の
在
庫
確
認
が
必
要
で
す
。）

②
接
種
当
日
は
、
健
康
手
帳
、
健
康
保

険
証
ま
た
は
受
給
者
証
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

③
医
療
機
関
で
問
診
票
に
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
接
種
医
療
機
関

　

郡
内
医
療
機
関
（
香
住
区
は
除
く
）

　

県
内
で
指
定
さ
れ
て
い
る
医
療
機
関

を
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
役
場
健
康
課

又
は
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
す
こ
や
か

～
に
）
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類
を
お
渡
し
し
ま
す
。

    

―
問
い
合
わ
せ
―

 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

 （
す
こ
や
か
～
に
）

　

 

℡
99
‐
２
９
４
０

　◇期間　10 月 1 日（土）～ 11 月 30 日（水）
　◇対象　20 歳以上の女性（集団検診を受けた方は受診できません。）

医 療 機 関 曜　日 受 付 時 間

公 立 浜 坂 病 院
　（整形外科）

月～木

金

  8：30 ～ 11：30
13：00 ～ 14：00（月・水・木は午前中のみ）
  8：30 ～ 14：00

浜　辺　医　院 月～土   9：00 ～ 11：30
16：00 ～ 18：00（土は午前中のみ）

瀧        　医 　院 月～金   9：00 ～ 12：00
16：00 ～ 18：00

沢　田　医　院 月～土   8：30 ～ 11：00

古澤クリニック 月～土   8：30 ～ 12：00
16：00 ～ 19：00（土は午前中のみ）

照  来  診  療  所 月～金   8：30 ～ 11：00

八  田  診  療  所 月・水・木 13：30 ～ 16：00

　◇費用　2,000 円（受診した各医療機関でお支払ください。）
　◇方法　申し込みされた方は、送付した受診票に記入の上、受診ください。

　　　　　申し込みをしていない場合は、医療機関に相談ください。

骨粗しょう症（個別）検診
あなたの骨は大丈夫ですか？痛みのない検査です。
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検
予 防

お 知

　◇対象　　　　和暦の奇数年生まれの方　（例：昭和 43 年、45 年生まれ）
　　　　　　　　   ※平成 19 年度から 2 年に 1 度の受診になりました。

　◇検診日程

地域 月　日 受 付 時 間 検 診 内 容 会　場
乳がん 子宮がん

浜
坂
地
域

  9 月 29 日（木）   

正午～
午後 2 時 15 分

○ ○

浜坂多目的集会施設
  9 月 30 日（金） ○
10 月 11 日（火） ○ ○
10 月 17 日（月） ○ ○
11 月   7 日（月） ○

温
泉
地
域

11 月   8 日（火） ○ ○
保健福祉センター
　すこやか～に11 月 18 日（金） ○

11 月 22 日（火） ○ ○

料　　金

40 歳代 2,000 円
　（2 方向撮影 )
50 歳以上 1,400 円
　（1 方向撮影）

1,500 円
※節目年齢で申込みを
した方はクーポン券を
お持ちください。

　　　　　　＊乳がん検診は予約制で、定員に達しています。
　　　　　＊子宮がん検診は、当日申込ができます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　

乳がん・子宮がん検診
発症率が増加しています。早期発見が大切！

　

「
体
が
だ
る
い
」「
咳
が
治
ら
な
い
」　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
れ
っ
て
結
核
か
も
・
・
・

若
い
世
代
の
患
者
も

　

但
馬
で
発
見
さ
れ
る
結
核
患
者

は
、
70
歳
以
上
が
６
割
以
上
と
高
齢

者
が
多
く
を
占
め
て
い
ま
す
が
、
20

～
40
歳
代
の
若
い
世
代
患
者
も
発
見

さ
れ
て
お
り
、「
結
核
」
は
今
後
も

注
意
が
必
要
で
す
。

長
引
く
咳
は
要
注
意

　

結
核
の
初
期
症
状
は
は
っ
き
り
し

ま
せ
ん
が
、
咳
や
痰
、
発
熱
な
ど
の

症
状
で
始
ま
り
ま
す
。

　

高
齢
者
は
症
状
が
分
か
り
に
く
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
２
週
間
以
上

咳
や
痰
が
続
く
場
合
な
ど
、
す
ぐ
に

医
療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

早
期
発
見
の
ポ
イ
ン
ト

～
結
核
は
早
期
発
見
が
重
要
～

①
咳
や
痰
が
続
く
時
は
、
結
核
の
検

査
を
受
け
ま
し
ょ
う

②
高
齢
者
の
場
合
は
、
体
重
が
減
っ

た
時
に
も
結
核
を
疑
っ
て
相
談
し

ま
し
ょ
う

③
年
に
１
回
は
結
核
健
診
や
が
ん

検
診
、
職
場
の
定
期
健
診
な
ど
で

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

結
核
は
治
る
病
気
で
す

　

治
療
を
続
け
る
こ
と
に
よ
り
、
周

り
の
人
に
移
す
恐
れ
も
な
く
な
り
ま

す
。
自
分
の
た
め
、
大
切
な
人
の
た

め
に
も
早
期
発
見
と
治
療
が
大
切
で

す
。

◆
相
談
窓
口

　

豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所

　
　
　
　
　
　

健
康
管
理
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
26
‐
３
６
６
０

９
月
24
日
～
30
日
は
結
核
予
防
週
間
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 自然公園指導員表彰　　　　　
　　　　おめでとうございます

　浜坂の福原陽一郎さんが環境省自然観光局の自然公
園指導員表彰を受章し、８月 11 日、岡本町長から伝
達されました。

　福原さんは平成 12
年から自然公園指導
員として、山陰海岸
国立公園の保護と訪
れる人に適正な利用
を呼びかけるなど精
力的に活動されてき

ました。特に、植物や海の生物の観察会を行うなど、
子どもの自然学習を進めておられます。

H23（2011）.9.8

広報しんおんせん（９月号）

契 約 請 負 状 況   （250 万円以上 )
工 事 ・ 事 業 名 場所 規　　　　　模 契約額 ( 円 ) 工　　　　　   期 業　者　名

夢が丘中学校暖房機取
替工事 細田 普通教室等の暖房機取替　17

台 3,748,500  平成 23 年 7 月 21 日～
  平成 23 年 8 月 29 日 山陰プロパン㈱

温泉小学校営繕工事 湯 多目的教室を普通教室へ改修
　１式 3,150,000  平成 23 年 7 月 21 日～

  平成 23 年 8 月 29 日 尾﨑建設㈱

諸寄健康増進体育セン
ター営繕工事 諸寄 屋根改修工事　1 式 2,919,000 平成 23 年 7 月 22 日～

  平成 23 年 11 月 30 日 日興建設㈱

町道池ヶ平線舗装新設
工事 久斗山

施工延長　1,022 ｍ
土工　１式、法面工　面積 20
㎡、排水工　延長 18 ｍ、舗装
工　面積　2,430㎡

8,610,000 平成 23 年 7 月 23 日～
  平成 23 年 10 月 31 日 山陰道路㈱

町道浜坂西線他３路線
消雪設備（井戸）整備
工事

浜坂 井戸　２基、ポンプ　２台 29,925,000 平成 23 年 7 月 26 日～
  平成 24 年 1 月 21 日 株本建設工業㈱

（平成 23 年 7 月 16 日～平成 23 年 8 月 15 日契約分）

　居組地区いずみ会が県会長賞を受賞

　新温泉町居組地区いずみ会が６月 23 日、高砂市文
化会館で開催された第 37 回兵庫県いずみ会大会で兵
庫県いずみ会会長表彰を受けました。
　同地区いずみ会は、昭和 49 年６月に設立して以来、
36 年 間 活 動 を 続 け、
公民館や婦人会、いき
いきサロンなどと連携
して、地域に密着した
食生活改善・食育活動
を展開しています。

　

８
月
２
・
３
日
、
広
島
市
に
あ
る
２

か
所
の
原
爆
被
爆
者
養
護
施
設
に
10
ト

ン
の
湯
村
温
泉
の
温
泉
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
し
た
。
広
島
市
に
は
、
湯
村
温
泉

に
あ
る
夢
千
代
像
の
台
座
の
敷
石
と
し

て
広
島
市
旧
庁
舎
の
敷
石
を
い
た
だ
い

た
の
が
縁
で
、
浄
財
を
毎
年
寄
贈
し
て

お
り
、
平
成
４
年
か
ら
は
原
爆
の
日
を

迎
え
る
前
に
毎
年
、
温
泉
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
て
い
ま
す
。

　

２
日
、
施
設
に
到
着
す
る
と
タ
ン
ク

車
で
運
ん
で
き
た
温
泉
を
浴

槽
や
桶
に
入
れ
て
、
さ
っ
そ

く
利
用
者
は
入
浴
し
た
り
、

足
湯
に
し
て
温
泉
気
分
を
楽

し
ん
だ
り
し
ま
し
た
。

　

温
泉
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
は

じ
め
て
今
年
で
20
年
目
に
な

り
、
広
島
原
爆
被
爆
者
援
護

事
業
団
の
理
事
長
か
ら
町
と

湯
村
温
泉
観
光
協
会
に
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

   

広
島
市
へ
の
温
泉
プ
レ
ゼ
ン
ト
　
今
年
で
20
年

　
　
　
　
　             

感
謝
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た

湯村から運ばれた温泉で足湯を
楽しむ施設入所者のみなさん
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H23（2011）.9.8

広報しんおんせん（９月号）

　暑い夏をのがれ、涼しい上山高原へ出かけてみま
した。草が車体すれすれになるほどおい茂る林道に
差しかかった頃、窓を開けてみますと心地よい涼風
が入ってきます。林道沿いに咲き継ぐ秋の草花を車
窓から眺めながらいくと、やがて見晴らしのいい草
原に着きます。車を止めて脇道の草地をあちこち歩
いていくうち、可愛いウメバチソウに出逢いました。
　ススキの間から間延びしたような数本の茎は風で
倒れたのでしょうか、曲がりながら伸びて、白い花
をつけています。草丈は 10 ～ 30㎝、花の直径は 2
～ 2.5㎝で、花弁は白く、緑色の萼

がく

とともに 5 枚。
花の中心には仮雄しべと呼ばれる蜜を出す腺

せん

が 5 本
あり、実際の雄しべと花

か

柱
ちゅう

（雌しべ）を囲んでいま
す。雄しべは毎日 1 本づつ開いていくそうですが、
これは自家受粉を避けるためのようです。丸い葉は、
１枚づつ茎を抱くように付いています。
　根元をよく見ますと、何かに食べられたようで、
茎の切り口が茶色くなっています。多分鹿なので
しょう。鹿による食害が多いとよく聞きますが、ウ
メバチソウまで食べなくてもいいのに、と少し恨め
しく思いました。
　　　　　　　　　　文・写真　中澤　博子さん

 

ウ
メ
バ
チ
ソ
ウ

　
　
　（
ユ
キ
ノ
シ
タ
科
）

 野草散歩（９)   
国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

誕
生
月
に
「
ね
ん
き
ん

定
期
便
」
が
届
き
ま
す 

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
平
成
21
年
度

か
ら
国
民
年
金
か
厚
生
年
金
に
加
入
し

て
い
る
方
へ
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
を

毎
年
誕
生
月
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
保
険
料
納
付
実
績
や
年
金

の
見
込
額
な
ど
、
年
金
に
関
す
る
個
人

情
報
を
加
入
者
に
わ
か
り
や
す
く
お
知

ら
せ
す
る
も
の
で
す
。
現
役
世
代
、
特

に
若
い
世
代
の
方
に
保
険
料
負
担
と
年

金
給
付
の
関
係
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

◆
通
知
す
る
内
容

【
節
目
年
齢
の
時（
35
歳
、45
歳
、58
歳
）】

　

次
の
①
～
⑥
に
つ
い
て
更
新
し
た
内

容
を
通
知
し
ま
す
。

①
年
金
加
入
期
間
（
加
入
月
数
、
納
付

済
月
数
等
）

②
50
歳
未
満
の
方
に
は
加
入
実
績
に
応

じ
た
年
金
見
込
額
。
50
歳
以
上
の
方

に
は
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
作
成
時

の
加
入
制
度
に
引
き
続
き
加
入
し
た

場
合
の
将
来
の
年
金
見
込
額
。
た
だ

し
、
既
に
年
金
受
給
中
（
全
額
停
止
中

も
含
む
）
の
方
に
は
通
知
し
ま
せ
ん
。

③
保
険
料
の
納
付
額
（
加
入
者
負
担
分

の
累
計
額
）

④
年
金
加
入
履
歴
（
加
入
制
度
、
事
業

所
名
、
資
格
取
得
・
喪
失
年
月
日
等
）

⑤
厚
生
年
金
の
す
べ
て
の
期
間
の
月
毎

の
標
準
報
酬
月
額
・
賞
与
額
、
保
険

料
納
付
額

⑥
国
民
年
金
の
す
べ
て
の
期
間
の
月
毎

の
保
険
料
納
付
状
況
（
納
付
、未
納
、

免
除
等
の
別
）

【
そ
の
他
の
方
】

　

前
記
①
～
③
に
つ
い
て
更
新
し
た
内

容
と
、
⑤
と
⑥
の
直
近
一
年
分
の
内
容

を
通
知
し
ま
す
。

　　

受
け
取
っ
た
ら
加
入
記
録
や
記
載
内

容
に
漏
れ
や
誤
り
が
な
い
か
充
分
に
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。
訂
正
が
あ
る
場
合

は
、同
封
の
「
年
金
加
入
記
録
回
答
票
」

で
回
答
し
て
く
だ
さ
い
。

【ねんきん定期便専用ダイヤル】
▽（０５７０）０５８ ‐ ５５５　
　※一般の固定電話の場合、市内通話
　　料金で利用できます。
▽ＩＰ電話・ＰＨＳからは、
　　（０３）６７００ ‐ １１４４
▽受付時間
　月～金曜日：午前９時～午後８時
　第２土曜日：午前９時～午後５時

―
問
い
合
わ
せ
―　

　

日
本
年
金
機
構
豊
岡
年
金
事
務
所

　

℡
（
０
７
９
６
）

　
　
　
　

22
‐
０
９
４
５



H18（2006）.4.13

　

加藤文太郎
記念図書館

「９月のおすすめの本」
ご案内

子どもの育ちを支える絵本
脇　明子著／岩波書店

幼い子どもたちの成長に何より必要なの
は、人や自然と関わる実体験です。これ
らが不足しがちな現代に、子どもの生活
体験を補ってくれる絵本の魅力を保育園、
幼稚園の事例を交えながら紹介する絵本
のガイドブック。

ネズミと害虫退治の科学
　中井多喜雄著／日刊工業新聞社

各種の病原菌を媒介したり、悪さをする
ネズミやゴキブリ、カ、ハエなどの害虫。
駆除するには、その生態をよく理解し、
適切に対処することが大切です。駆除方
法をイラストを用いて、わかりやすく解
説した本。

我が家の問題
　奥田英朗 著／集英社

新婚なのに完璧すぎる妻のおかげで、家
に帰りたくない夫。突然、「ＵＦＯと交
信できる」と言い出だした夫。どうも「夫
は、仕事ができない」らしいと気づいた
妻。など、ごく平凡な家族のささやかだ
けれど悩ましい問題を描いた 6 つのホー
ムドラマ。

救命救急フライトドクター攻めの医療で命を救え！
岩貞るみこ 著／講談社

阪神、淡路大震災の時に、ドクターヘリ
がなかったことを悔やみ、日本のドクター
ヘリ導入に尽力をした益子邦洋氏とドク
ターヘリのスタッフが奮闘する姿を描く。
北総病院で 3 年間の取材をしてきた著者
が、命をつなぐために戦う彼らの姿を追っ
た渾身のノンフィクション。

オトタケ先生の 3 つの授業
　　　　乙武洋匡作・下平けーすけ絵／講談社
｢五体不満足｣ の著者、乙武洋匡氏が、小
学校の先生として 3 年間教壇に立ってい
た時に、実際に行われていた授業を楽しい
物語にした本。「努力」「多様性を認める心」

「命の尊さ」について考える 3 話。クラス
の子どもたちのために考えた乙武オリジナ
ルの世界にひとつだけの授業。

  おはなし会　　　　　           

絵本の読み聞かせや紙芝居、簡単な
折り紙などをします。お子さんと一緒に
参加しませんか。

 『お月さまってどんなあじ？』 他
　◆と 　き　9月24日（土）午後2時～

 
休館日のお知らせ　　　　  

【開館時間】
月～金曜日　午前 10 時～午後 6 時
土・日曜日　午前 10 時～午後 5 時
＊リクエストや予約したい本があり

ましたら気軽にお問い合わせくだ
さい。

TEL（0796）82-5251

広報しんおんせん（９月号） 24

10 月
日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

は休館日

９月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30
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広報しんおんせん（９月号）

▼
問
い
合
わ
せ　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館

　
　
　
　
　
　
　

℡　

82
‐
５
２
２
２

山
陰
線
の
工
事
と　
　

　
　
　
　

桃
観
ト
ン
ネ
ル

ジオサイトに行こう

　 
シリーズ ⑯

　
【
新
温
泉
町
消
費
生
活
相
談
室
】

　
　

▽
相
談
受
付　

月
～
金
曜
日

　
　
　
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　

▽
温
泉
総
合
支
所
内

　
　
　

℡　

92
‐
１
１
３
１
（
代
表
）

消
費
生
活
相
談
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

蓮
台
山
麓
の
「
桃
観
ト
ン
ネ
ル
（
約

２
㎞
）」
は
東
の
余
部
鉄
橋
と
並
ん
で

山
陰
線
最
難
関
の
工
事
で
し
た
。
明
治

41
年
か
ら
5
年
の
歳
月
を
か
け
、
明
治

45
年
に
完
成
し
ま
し
た
。
工
事
の
厳
し

さ
は
久
谷
八
幡
社
境
内
の
27
名
の
犠
牲

者
を
い
た
む
「
鉄
道
工
事
中
職
斃
病
没

者
招
魂
碑
」
か
ら
も
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

Ｋ
さ
ん
（
15
歳
）
女
性

　

携
帯
電
話
で
芸
能
人
の
サ
イ
ト
を
見

て
い
る
う
ち
に
、
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
に

つ
な
が
っ
た
。　

　

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
し
て
い
る
の
で
安

心
し
て
い
た
が
、
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
に

つ
な
が
り
、
料
金
を
請
求
さ
れ
た
。

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
し
て
い
る

　

か
ら
と
安
心
は
禁
物
で
す

　

携
帯
電
話
に
、
有
害
サ
イ
ト
へ
の
ア

ク
セ
ス
を
制
限
す
る
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ

機
能
を
設
定
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
に
つ
な
が
り
、

利
用
料
金
を
請
求
さ
れ
た
と
い
う
相
談

が
あ
り
ま
す
。

　

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
は
制
限
の
強
さ
に

よ
っ
て
い
く
つ
か
の
タ
イ
プ
が
用
意
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
厳
し
い
も
の
で
も
有

害
サ
イ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
１
０
０
％

防
げ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

子
ど
も
を
守
る
た
め
に

　

有
害
サ
イ
ト
か
ら
子
ど
も
を
守
る
た

め
に
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
は

 
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
し
て
た
の
に
・
・
・
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
に
接
続

　
　

　

ト
ン
ネ
ル
西
口
の
額
（
激
励
に
訪
れ

た
鉄
道
院
総
裁
後
藤
新
平
氏
の
額
）
や

黒
く
く
す
ん
だ
レ
ン
ガ
が
歳
月
を
感
じ

さ
せ
ま
す
。

　

沿
線
に
あ
る
線
路
の
土
盛
や
め
が
ね

ト
ン
ネ
ル
、
鉄
橋
、
浜
坂
駅
給
水
塔
な

ど
の
建
造
物
か
ら
当
時
の
人
々
の
新
し

い
時
代
へ
の
意
気
込
み
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

お
か
し
い
な
、
困
っ
た
な
、
と
思
っ

た
ら
、
早
め
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。　
　
　

必
ず
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
上
で
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
が
万

能
で
は
な
い
こ
と
を
認
識
し
、
む
や
み

に
ア
ク
セ
ス
し
な
い
こ
と
、
何
か
あ
っ

た
ら
す
ぐ
に
相
談
す
る
こ
と
な
ど
、
日

ご
ろ
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
使
用
方

法
に
つ
い
て
お
子
さ
ん
と
よ
く
話
し

合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
で
料
金
を

請
求
さ
れ
る
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ

た
時
は
、
サ
イ
ト
に
連
絡
せ
ず
、
す
ぐ

に
相
談
室
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
兵
庫
県
青
少
年
愛
護
条
例
で
、
18
歳

未
満
の
青
少
年
が
携
帯
電
話
の
契
約

を
す
る
場
合
、
原
則
、
フ
ィ
ル
タ
リ

ン
グ
を
利
用
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

町
内
の
ジ
オ
サ
イ
ト(

景
勝
地
）
に
つ
い
て
、

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館
の
谷
本
勇
館
長
が
シ

リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

久谷にあるＪＲ山陰
線桃観トンネル（写
真上）と
浜坂駅構内の給水塔

（写真右）
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まちの求人案内
　（常　用） 　（パート） 平成 23 年８月 22 日現在

広報しんおんせん（９月号）

－問い合わせ－
ハローワーク豊岡　℡（0796）23-3101
ハローワーク香住　℡（0796）36-0137
ハローワーク鳥取　℡（0857）23-2021
サンシーホール浜坂　℡（0796）82-1735

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）
（兵庫県北部）

但馬ダイエー警備保障㈲ 警備員 18 以上 136 ～ 182
（町内全域）
鳥取信用金庫 営業・事務職 不問 134 ～ 190
マツイ機器工業 配送 不問 150 ～ 180

（浜坂地域）
フジコン食品㈱ 計量包装 不問 138 ～ 156
㈱たじみや 食品工場作業員 59 以下 129

事務員 59 以下 145 ～ 180
㈱テクノ・サービス 製造スタッフ 不問 142
㈱ＳＴＣ ミシンオペレーター 不問 125

たじま農業協同組合
金融窓口業務 不問 129
ケアマネー
ジャー 不問 193

社会福祉法人尚徳会　特別養
護老人ホーム    はまさかの里 介護職員 不問 137 ～ 145
㈱重機建設水田組 現場管理者 59 以下 185 ～ 280

㈱隆栄水産

調理師 不問 230 ～ 280
ウェイター　
ウェイトレス 不問 127 ～ 170
営業 不問 190 ～ 300
販売員 不問 160 ～ 230

㈲アートライフタニタ 営業販売 不問 170
日本精機宝石工業㈱ 生産作業 40 以下 124 ～ 134
特定医療法人杏風会
　浜坂七釜温泉病院 看護師 不問 180 ～ 215
㈲ＯＮＥ 携帯電話販売員 35 以下 160 ～ 200

（温泉地域）
湯村温泉観光協会 一般事務

観光ガイド 不問 150
㈲北兵庫運送 ドライバー 不問 275 ～ 300
㈲清美社 公共下水道

維持管理 35 以下 160 ～ 240

㈱井筒屋 客室係 60 以下 231 ～ 256
経理一般事務 不問 172 ～ 193

たじま農業協同組合 金融窓口業務 不問 129
㈱西沢製作所 溶接工 39 以下 132 ～ 143

医療法人社団良和会
湯村温泉病院

介護職員 不問 167 ～ 176
正看護師 不問 176 ～ 205
准看護師 不問 169 ～ 188

㈱夢公社 調理師 30 以下 140 ～ 170
富士綜合警備保障㈱ 機動パトロー

ル機械警備員 18 ～ 40 150 ～ 190
㈱寿荘 客室係 不問 176
㈱とみや旅館 調理人見習 不問 150 ～ 200
社会福祉法人春来福祉会　
特別養護老人ホームゆむら

介護員 不問 156 ～ 178
看護師 不問 152 ～ 245

㈲但馬ビーフはまだ 精肉加工販売 35 以下 150 ～ 380
㈱御やどゆもと 客室係 59 以下 176
社会福祉法人　新温
泉町社会福祉協議会

ケアマネー
ジャー 不問 160 ～ 184

事業所名 職種 年齢 時給（円）
（兵庫県北部）

神戸ヤクルト販売㈱ 宣伝販売スタッフ 不問 900 ～ 1,000
但馬ダイエー警備保障㈲ 警備員 18 以上 735 ～ 1,000

（町内全域）
たじま農業協同組合 訪問介護員 不問 1,050 ～ 2,180

（浜坂地域）
㈱トヨダ 販売員 不問 740 ～ 880

食品加工 不問 740

㈱マルワ渡辺水産

青果 不問 750 ～ 900
惣菜 不問 750 ～ 900
鮮魚 不問 750 ～ 900
レジ係 不問 750 ～ 850
フロアスタッフ 不問 800

㈱マル海渡辺水産
フロアスタッフ 不問 750 ～ 1,000
販売店員 不問 750 ～ 1,000
事務員 不問 800 ～ 1,000

社会福祉法人尚徳会  特別養
護老人ホーム   はまさかの里 介護職員 不問 800 ～ 850
㈱コメリ 販売員 不問 750
㈲富士建設 介護職員 不問 850 ～ 950
㈱重機建設水田組 一般作業員 40 以下 970 ～ 1,550
ゴダイ㈱ 販売 不問 735 ～ 835
㈲ＯＮＥ 携帯電話販売員 39 以下 750 ～ 850

（温泉地域）
医療法人社団良和会
湯村温泉病院

介護補助員 不問 950 ～ 1,000
正看護師 不問 1,200 ～ 1,400
准看護師 不問 1,200 ～ 1,400

㈱井筒屋
客室係 不問 1,325
朝食係 不問 850
昼食係 不問 950

㈱西沢製作所 溶接工 不問 735
作業員補助 不問 735

㈱朝野家 販売係 不問 800
ケービックス㈱ クリンクルー 不問 735

まちづくりに役立つ オータムジャンボ宝くじ
　オータムジャンボ宝くじの収益金は、
町の住みよいまちづくりに使われます。
収益金は兵庫県内の販売実績などに応
じて交付されますので、ぜひ県内の宝
くじ売り場でお買い求めください。

◇発売期間　９月 26 日（月）～ 10 月 14 日（金）
◇当選金　　１等前後賞合わせて２億５千万円ほか
◇問い合わせ　　財団法人兵庫県市町村振興協会
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―
農
業
委
員
会
情
報
№
67

 
農
地
の
売
買
・
贈
与
・
転
用
は
許
可
を
受
け
て
か
ら

　
　
～
無
断
・
違
反
転
用
を
な
く
し
、
農
地
を
守
ろ
う
～

広報しんおんせん（９月号）

届
出
や
許
可
が
必
要
な
場
合

◇
農
地
は
、
地
目
が
「
田
畑
」
で
あ
れ

ば
耕
作
し
て
な
く
て
も
農
地
と
し
て
み

な
さ
れ
ま
す
。
売
買
、
贈
与
、
転
用
す

る
場
合
、農
地
法
で
規
制
が
あ
る
の
で
、

許
可
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◇
自
己
の
所
有
し
て
い
る
農
地
が
、
傾

斜
地
、
窪
地
、
湿
地
等
の
場
合
、
切
り

土
や
盛
り
土
を
行
い
、
形
状
を
変
え
る

と
き
に
も
農
業
委
員
会
へ
の
届
出
や
許

可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◇
農
地
に
農
業
経
営
上
必
要
な
作
業

場
、
畜
舎
等
の
施
設
に
転
用
す
る
場
合

に
は
農
業
委
員
会
へ
の
届
出
や
許
可
が

必
要
で
す
。

　

農
地
を
転

用
す
る
際
に

は
、
必
ず
農

地
転
用
の
手

続
き
を
し
て

許
可
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

―
問
い
合
わ
せ
―

　

農
業
委
員
会　

℡
82
‐
５
６
２
６

※
農
振
農
用
地
に
指
定
さ
れ
て
い
る
農

地
は
、
転
用
許
可
で
き
ま
せ
ん
。
農
振

農
用
地
を
除
外
す
る
手
続
き
を
行
っ
た

後
、
転
用
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
農
振
農
用
地
の
指
定
か
ら
の
除
外
手

続
き
に
つ
い
て
は
、
農
林
水
産
課
：
農

政
係
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。）

農
地
は
適
正
に
管
理
し
ま
し
ょ
う

　

耕
作
放
棄
地
は
、
不
法
投
棄
、
病
害

虫
の
発
生
原
因
や
イ
ノ
シ
シ
等
有
害
鳥

獣
の
隠
れ
場
所
に
な
り
ま
す
。
周
囲
に

迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
管
理
し
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
贈
与
税
・
相
続
税
納
税
猶
予

の
適
用
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
そ
の

農
地
を
自
ら
が
耕
作
、
耕
作
可
能
な
適

正
管
理
が
必
要
で
す
。
耕
作
放
棄
地
、

原
野
等
に
な
っ
て

い
る
場
合
は
納
税

猶
予
が
打
ち
切
ら

れ
、
遡
っ
て
課
税

さ
れ
る
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

農
地
法
の
転
用
違
反

　

無
断
転
用
等
で
農
地
法
を
違
反
す
る

と
、
工
事
の
中
止
や
原
状
回
復
命
令
が

な
さ
れ
る
場
合
や
「
３
年
以
下
の
懲
役

又
は
３
０
０
万
以
下
の
罰
金
（
法
人
は

１
億
円
以
下
の
罰
金
）」
が
科
せ
ら
れ

ま
す
。
必
ず
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

申
請
か
ら
許
可
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

①
毎
月
10
日　

申
請
書
受
付
締
切

　
　
　

↓

②
書
類
審
査
・
補
正

　
　
　

↓

③
24
日
頃　

現
地
調
査

　
　
　

↓

④
25
日
総
会　

農
業
委
員
会
で
審
議

　
　
　

↓　
　
　
　
　
　

↓

　

３
条
関
係
は　
　

４
・
５
条
関
係
は

　

町
で
決
定　
　
　

県
に
進
達

　
　
　

↓　
　
　
　
　
　

↓

　

3
条
許
可
書    　

翌
月
中
下
旬

　

農
業
用
施
設　
　

4
・
５
条
許
可
書

　

受
理
書
発
行　
　

発
行　
　
　
　

全国農業新聞を
読んでみませんか　

　◆ 毎週金曜日発行
　◆ 月額　6 ００円

　購読の申込みは、
　農業委員会事務局か
　　　地元農業委員へ

  新温泉町農業委員会委員選挙のお知らせ
　　　　　任期満了（10 月 22 日）に伴う農業委員会委員選挙が次の日程で行われます。
◇ 選挙期日　　　　　　平成 23 年 10 月 16 日（日）
◇ 選挙告示日　　　　　平成 23 年 10 月 11 日（火）
◇ 選挙による委員の数　浜坂選挙区 ８人　　温泉選挙区 ９人
◇ 立候補予定者説明会　平成 23 年 9 月 22 日（木）午後 2 時～、サンシーホール浜坂（2 階研修室）
　　　　　　　　 　　　※会場において、立候補に関する書類を配布します。立候補予定者
　　　　　　　　 　　　　（又は代理人）は必ず出席してください。
◇ 問い合わせ　　　　　新温泉町選挙管理委員会（役場総務課内）　℡ 82 ‐ 3111
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８月１日、JR 浜坂駅前広場で人権啓発たそがれコン
サートが行われ、少年少女音楽隊や浜坂中学校吹奏楽学
部の演奏のほか浜坂北小学校有志によるよさこいソーラ
ン踊りが披露されました。

同コンサートは、８月の人権啓発推進月間のオープニ
ングを飾るイベントとして毎年行われており、子どもた
ちの元気いっぱいの演奏や踊りは、難しいと思われてい
る「人権」に親しみを持ち、人権学習を始める動機づけ
になっています。

岸田川灯籠流し 

ハートフルコンサート
　浜坂高等学校吹奏楽部による第 16 回ハートフルコン
サートが 8 月 20 日、夢ホールで行われ、「夢」をテー
マに 1 年間の練習の成果を披露しました。
　24 人の部員が、クラシックからポップスまで 13 曲
を演奏。客席で演奏を披露したり、かわいいダンスを披
露するなど楽しい演出もあり、満員の観客から惜しみな
い拍手を浴びていました。また、夢が丘中学校吹奏楽部
も賛助出演し、「どんなときも」などを演奏してコンサー
トに花を添えました。

　丹土地区では盆踊りの際に小中学生によるはねそ踊り
が披露されてきましたが、今年は住民の強い要望があっ
たことから 8 月 14 日、15 年振りに丹土はねそ踊り保
存会（田渕明夫会長）が踊りを披露しました。
　踊り手は、軽妙な囃子や音頭に合わせて脇差や懐剣、長
刀などを手に激しく斬りつけ合ったり、飛び違ったりとリ
ズミカルに演じます。頭を切り、六方を踏む所作は歌舞伎
を連想させるもので、保存会員らは長年培ってきた熟練の
技を披露し、帰省客らから大きな拍手を受けていました。

保存会による丹土はねそ踊り

H23（2011）.9.8

広報しんおんせん（９月号）

人権啓発たそがれコンサート

　８月 15 日、清富の岸田川河口で送り火の会（田中瑞
穂会長）主催による燈籠流しが行われ、参加者らはそれ
ぞれの思いやメッセージを書いた燈籠を静かに流し、祖
先の供養や東日本大震災の復興を祈りました。
　同会は１年をかけて約 700 個の燈籠を準備。今年は
被災地支援の募金箱も設置しました。夕暮れとともに白
馬橋周辺には帰省客や住民が詰めかけ、ロウソクが灯さ
れた燈籠が川面を下る様子を静かに見守っていました。
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　　　　　　　　　　巌山地蔵大権現祭　稚児土俵入り

まちの話題すけっち

しんおんせん
すけっち

しんおんせん

広報しんおんせん（９月号）

秋の味覚　二十世紀梨

　8 月 24 日、飯野の巌山神社で町指定民俗文化財の巌山地蔵大権
現祭が行われ、神社横の土俵ではまず、小学生と大人の相撲が奉納
されました。続いて稚児土俵入りでは、丈夫に育つようにと青年力
士に抱えられた 1 歳前後の男児 12 人が、赤い鉢巻と腹当てをつけ
て土俵入り。泣き出す男児もありましたが、元気に四

し

股
こ

を踏み、観
客らから拍手と声援を浴びていました。　

　８月４日、浜坂東小学校で夏休み子どもクッキングが
行われました。学校給食センターが、料理を通して食に
関心を持ってもらおうと小学校５・６年生と中学生を対
象に実施しているもので、夏休み期間中に小中学校で行
われました。同小学校では７人の児童が３班に分かれて
調理。「給食メニューでお弁当を作ろう！」をテーマに、

三食そぼろ、春巻
き、夏野菜サラダ、
フルーツポンチを
作りました。５年生の山崎華歩さんは「楽しいクッキングができて
良かった」とおいしそうに弁当を頬張っていました。

夏休み子どもクッキングで弁当作り

　８月 17 日、畑ヶ平農業生産組合（西垣昌弘組合長・４戸）が標
高 1000 メートルの高原で栽培している特産「畑ヶ平大根」の出荷
が始まりました。
　まだ辺りが暗い早朝から収穫作業が始まり、明け方からは水洗い、
選別、箱詰め作業が行われ、翌日には京都や神戸などの市場に出回
ります。肉質がよく、みずみずしい畑ヶ平大根は高評価を得ていま
す。今年は 16ha で栽培し、約 800 トンの出荷を予定しており、10
月初旬まで収穫が続きます。

畑ヶ平ダイコンの出荷始まる

　８月 29 日、竹田の梨畑で温泉町果樹園芸組合（重本
組合長 42 戸）による二十世紀梨の収穫と初出荷が行わ
れ、本格的な梨のシーズンが始まりました。今年の梨は
糖度が高く大きく育っており、９月中旬まで神戸市場へ
出荷されるほか竹田の直売所で販売されます。初出荷を
前に岡本町長が選果場を訪れ、組合員を激励しました。
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子
ど
も
た
ち
の　
　
　

手
づ
く
り
工
夫
作
品
展

　

町
内
小
学
生
が
夏
休
み
に
制
作
し
た

手
づ
く
り
工
夫
作
品
（
お
も
ち
ゃ
、
民

芸
品
、
研
究
作
品
な
ど
）
を
展
示
し
ま

す
。
最
終
日
は
正
午
ま
で
。

◆
温
泉
会
場
◆

　

町
民
セ
ン
タ
ー　

２
階
集
会
室

　

9
月
14
日(

水
）
～
22
日
（
木
）

　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

◆
浜
坂
会
場
◆

　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設 

２
階
ホ
ー
ル

　

9
月
23
日
（
金
）
～
27
日
（
火
）

　
　

午
前
９
時
～
午
後
5
時　

―
問
い
合
わ
せ
―

　

温
泉
公
民
館　

℡
92
‐
１
８
７
０

　

浜
坂
公
民
館　

℡
82
‐
４
３
３
９　

I N F O R M A T I O N
わ
が
ま
ち

”新
温
泉
“

く
ら
し
の
情
報

H23（2011）.9.8

ご
案
内

広報しんおんせん（９月号）

但
馬
技
術
大
学
校
祭　

～
友
情
燃
え
る
技
大
魂
～

▼
と
き　

10
月
２
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ　

県
立
但
馬
技
術
大
学
校

　
　
　
　
　
　
（
豊
岡
市
九
日
市
上
町
）

▼
内
容　

▪
模
擬
店

▪
も
の
づ
く
り
体
験
講
座
（
金
属
の
名

　

刺
作
製
、木
製
フ
ォ
ト
ス
タ
ン
ド
作
成
）

▪
ツ
イ
ッ
タ
―
入
門
講
座

　
　
　
　
　
　
　
（
事
前
申
込
が
必
要
）

▼
問
い
合
わ
せ　

　

県
立
但
馬
技
術
大
学
校

　
　

℡
（
０
７
９
６
）
24
‐
２
２
３
３

新
温
泉
町
文
化
協
会
主
催
事
業

　

文
教
府
移
動
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

教
育
書
道
同
人
展

▽
と
き　

9
月
18
日（
日
）～
22
日（
木
）

▽
と
こ
ろ　

町
民
セ
ン
タ
ー
集
会
室

▽
問
い
合
わ
せ　

　

温
泉
公
民
館　

℡
92
‐
１
８
７
０

但
馬
美
術
展

▼
と
き　

９
月
29
日（
木
）～
10
月
３
日（
月
）

▼
と
こ
ろ　

　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設
２
階
ホ
ー
ル

▼
問
い
合
わ
せ　

　

浜
坂
公
民
館　

℡
82
‐
４
３
３
９

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館

移
動
図
書
館
「
さ
さ
ゆ
り
号
」

　
　
　
　

巡
回
日
の
変
更

▼
９
月
第
４
金
曜
日
の
運
行
日

　
　

変
更
前　

９
月
23
日
（
金
）

　
　

変
更
後　

９
月
30
日
（
金
）

　
　
　

対
象
地
域　

岸
田
～
千
谷
方
面

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

草
木
染
め
展

　

草
木
染
め
染
織
「
野
の
草
」
を
主
宰

す
る
木
村
才
子
さ
ん
（
姫
路
市
）
の
作

品
と
７
月
に
行
わ
れ
た
草
木
染
教
室
の

作
品
を
展
示
し
ま
す
。
入
場
無
料
。

▼
と
き　

　

９
月
21
日
（
水
）
～
10
月
10
日
（
月
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

　

※
毎
週
月
曜
休
館
。
最
終
日
は
開
館

▼
問
い
合
わ
せ

　

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　

℡
93
‐
０
８
８
８

第18回但馬〝牛まつり〟          
　

楽しい、おいしい但馬牛の祭典　

　ご家族で、グループでお楽しみください。
　✿と　き　　9 月 25 日（日）午前 9 時～
　✿ところ　　但馬牧場公園

　✿内　容
　　○但馬ビーフを食べ尽くせ！
　　○但馬 “ 牛まつり ” パレード
　　○造形物＆パフォーマンスショー
　　○日本酒まつり
　　○海賊戦隊ゴーカイジャーショー
　　○但馬の特産物の展示即売　　
　　○但馬牛○×クイズ
　　○「福もち」まき大会　　　など
　　　　　　　― 問い合わせ ―
　　　　但馬 “ 牛まつり ” 実行委員会
　　（温泉総合支所振興課）℡ 92 ‐ 1131

▼
問
い
合
わ
せ　

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館

　
　

℡
82
‐
５
２
５
１
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加藤文太郎記念図書館「図書館まつり」

特別おはなし会

　ぶんちゃんのおはなしポケットのメンバーと
職員による特別なおはなし会。何が飛び出すや
ら。
◇と　き　10 月 16 日（日）午後２時～
◇テーマ　『秋のおはなし』

「山の声～ある登山者の追想～」　　　　　　　　　　
朗読公演

　孤高の登山家・加藤文太郎を描いた朗読劇で
す。ぜひご覧ください。
◇と　き　10 月 16 日（日）
　　　　　　　午後の部　午後 3 時 30 分～
　　　　　　　夜の部　　午後 6 時～
◇ところ　浜坂先人記念館　以命亭ホール
◇入場料　前売券 500 円（当日は 100 円増）
◇主　催　加藤文太郎山の会　
◇申込み　加藤文太郎記念図書館

山歩き入門講座　参加者募集
　

　山歩きを始めてみようと考えている方、山に
興味のある方、お気軽に参加ください。いま、
山ブームです。
◇と　き　10 月２日（日）午後 1 時 30 分～
◇講　師　「ヤブ山を歩く」の著者
　　　　　　　陰山道大さん

―申し込み・問い合わせ―
加藤文太郎記念図書館　℡８２ ‐ ５２５１

　加藤文太郎記念図書館は、恒例の「図書館まつり」を開催します。今年も趣向を凝らしたさまざ
まな催しを用意して、皆さまのお越しをお待ちしています。ぜひご来館ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（会場は、記載がない場合は加藤文太郎記念図書館内）

山を歩いて身も心も健康に　　
　　山歩き体験講座参加者募集

　三成山を歩いてみませんか。陰山道大さんを
講師に、明るく元気に歩きます。
◇と　き　10 月 15 日 ( 土 ) 午前 8 時 30 分～午後 3 時
◇行　程　図書館発→（バス）→後山集落→徳

原→三成山山頂（一等三角点）→後山集落→（バ
ス）→図書館着

◇対　象　小学 4 年生以上
　　　　　　（小学生は保護者の同意書が必要）
◇募集人員　25 名
◇参加費　100 円（保険料含む）
◇持ち物　弁当、お茶、雨具、タオル、手袋など
◇応募期限　10 月 11 日（火）
◇共    催　加藤文太郎山の会

人形劇と楽しいゲーム
　

みんなの大好きな人形劇です。家族そろって
お越しください。参加費は無料。
◇と　き　10 月 15 日 ( 土 ) 午後２時～
◇出　演　鳥取大学人形劇研究会
◇演    目　「こころん」「大きな岩」

文太郎鍋のふるまい
　

図書館まつりイベントの「人形劇｣ や ｢山歩
き体験講座｣ のあとは、大好評の文太郎鍋をご
賞味ください。無料です。
◇と　き　10 月 15 日 ( 土 ) 午後 3 時～

おはなし会

　絵本の読み聞かせや紙芝居、簡単な折り紙な
どをします。お子さんと一緒に参加しませんか。
◇と　き　10 月８日 ( 土 ) 午後 2 時～
◇内　容　『あたまにかきの木』他

子どもシネマの会

◇と　き　10 月８日 ( 土 ) 午後 3 時～
◇内　容　『まめうしくん』（30 分）
　 ～まめうしくんは、豆つぶくらいの小さい子牛。
　体は小さいけれど元気いっぱい。絵本の世界
　から飛び出して画面いっぱいに駆け回ります～
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但
馬
地
区　
　
　
　
　

 

精
神
保
健
福
祉
研
修
会

　

精
神
に
障
が
い
の
あ
る
方
が
地
域
で

自
分
ら
し
く
生
活
で
き
る
た
め
に
、
家

族
や
関
係
者
の
障
が
い
福
祉
に
関
す
る

理
解
を
深
め
、
と
も
に
考
え
る
研
修
会

で
す
。
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

10
月
15
日
（
土
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
10
分

▼
と
こ
ろ　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ

町
民
セ
ン
タ
ー
図
書
室

　

   
新
刊
が
入
り
ま
し
た

　

学
習
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、

46
冊
の
本
を
入
荷
し
ま
し
た
。

　

▼
図
書
室
の
利
用
方
法

▽
利
用
日
・
時
間　

　

毎
日　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
年
末
年
始（
12
月
29
日
～
１
月
３
日
）

　

は
休
館
し
ま
す
。

▽
借
り
ら
れ
る
冊
数
・
期
間　

　
　
（
Ｊ
Ｒ
豊
岡
駅
前
ア
イ
テ
ィ
７
階
）

▼
講
演　

　
『
京
都
発
「
家
族
に
よ
る
家
族
研
究
」
本

人
の
発
病
か
ら
症
状
が
安
定
す
る
ま
で

体
験
す
る
家
族
の
困
難
と
必
要
な
支
援
』

　

講
師　

京
都
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
女
子
大

　

学
准
教
授　

佐
藤
純
さ
ん

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
期
限　

10
月
５
日
（
水
）

▼
問
い
合
わ
せ　

　

ロ
マ
ン
ハ
ウ
ス
家
族
会
事
務
局　

　
　

℡
（
０
７
９
６
）
23
‐
０
０
１
９

　

豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所　

　
　

℡
（
０
７
９
６
）
26
‐
３
６
７
２

　新 刊 図 書 一 覧
書　　　　　名 著　者　名

　
　
　
　
　
　
　
　

一
　
般
　
向
　
け

よくわかる名づけ　 牧野恭仁雄
知識ゼロからのお参り入門 茂木貞純・

平井宥慶監修
るるぶ梅田 勇上香織編集

「ダメ！」を言わなければ子どもは伸びる 親野智可等
肩の痛み・四十肩改善マニュアル ロビン・マッケンジー
首の痛み・肩こり・頭痛改善マニュアル ロビン・マッケンジー
まだ間に合う！ 40 歳からの食べても食
べても太らない食べかた

土井里紗

モデルが通う料理教室の 500cal デトッ
クス・ベジ定食

庄司いずみ

豚こま、鶏むね、豚ひきのおかず 304 すがもひろみ編集
梅の漬け方、らっきょう、ぬか漬け、即席漬け 杵島直美他監修
運がひらける断捨離生活のススメ やましたひでこ
54 の正しい知識で赤ちゃん・子どもを
病気から守る！

石橋涼子

おり紙花散歩　色紙に花を咲かせよう 川井淑子・
鶴見雅子

昆虫の切り紙 大原まゆみ
石川家の子育て　プロゴルファー石川
遼を育てた父の流儀

石川勝美

片思いレシピ 樋口有介
夫の彼女 垣谷美雨
奇跡 中村　航
黄金幻魚 三浦明博
刑事魂 松浪和夫
左手一本のシュート　夢あればこそ！
脳出血、右半身麻痺からの復活

島沢優子

　
　
　
　
　
　
子
　
ど
　
も
　
向
　
け

自閉症・ＡＤＨＤの友だち 成沢真介
せんせい！これなあに？ 1 いもむしけむし 藤丸篤夫写真
せんせい！これなあに？ 2 海の生きもの 阿部正之写真・文
楽しく遊べる！おもちゃ＆ゲーム工作 Ｋ＆ＢＳＴＵＤＩＯ
全スーパー戦隊パーフェクト超百科決定版 岩畠寿明／編
おばけのまちがいさがし 2 このみ・プランニング
日本の怪談ばなし 西本鶏介
にんタマ三人ぐみのこれぞにんじゃの
大運動会だ！？

尼子騒兵衛

おじいちゃんの大切な一日 重松　清
秘密のゴンズイクラブ 広瀬寿子
へんしんおやつ いりやまさとし
あかちゃんあおむしかぞえてみよう マーティン・ケリー
こんちゅう１０１大しゅうごう
でんしゃ 151 デラックス
とけいやまのチックンタックン 竹中マユミ
下村式唱えて覚えるひらがなあいうえお 下村　昇
ぴよちゃんのはるなつあきふゆ いりやまさとし
このおっぱいだあれ 塚本やすし
おかあさんはね… 奥野京子
ころころとんとん ナムーラミチヨ
じいちゃんのよる きむらよしお
バナナわに 尾崎美紀
くらべてごらん ａｃｃｏｔｏｔｏ
みずたまり 森山京
ともだちやもんな，ぼくら くすにきしげのり

お
知
ら
せ

　

ひ
と
り
３
冊
・
10
日
間

▼
問
い
合
わ
せ

　

温
泉
公
民
館　

℡
92
‐
１
８
７
０

「
愛
の
献
血
」
の
お
知
ら
せ

　

献
血
は
、
か
け
が
え
の
な
い
命
を
救

い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
と
き
・
と
こ
ろ　

　

９
月
14
日
（
水
）

　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分　

　
　
　

上
島
プ
ロ
パ
ン
㈱

　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分　

　
　
　

浜
坂
保
健
セ
ン
タ
ー（
二
日
市
）

▼
問
い
合
わ
せ　

健
康
課
健
康
推
進
係

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
す
こ
や
か
～
に
内
）

　

℡
99
‐
２
９
４
０



国
民
年
金 

年
金
相
談

　

日
本
年
金
機
構
豊
岡
年
金
事
務
所
の

職
員
が
年
金
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま

す
。
年
金
加
入
、
保
険
料
の
支
払
い
、

受
給
に
関
す
る
こ
と
等
、
何
で
も
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

９
月
28
日
（
水
）

　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

▼
と
こ
ろ

　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

▼
問
い
合
わ
せ　

　

日
本
年
金
機
構
豊
岡
年
金
事
務
所

　

℡
（
０
７
９
６
）　

22
‐
０
９
４
５
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東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
の
皆
さ
ま

　
　
　

    

無
料
法
律
相
談

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
か
ら
兵
庫

県
内
に
避
難
し
て
い
る
方
の
生
活
上
の

い
ろ
い
ろ
な
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　

ま
ず
、電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

平
日　

午
後
１
時
～
４
時

　
　
　
（
神
戸
相
談
所
は
午
前
も
あ
り
）

▼
と
こ
ろ
・
予
約
電
話　

▪
神
戸
相
談
所
（
神
戸
市
中
央
区
東
川

　

崎
町　

神
戸
ク
リ
ス
タ
ル
タ
ワ
ー
）

　

℡
（
０
７
８
）
３
４
１
‐
１
７
１
７

▪
西
播
磨
相
談
所
（
姫
路
市
北
条　

　

兵
庫
県
弁
護
士
会
姫
路
支
部
会
館
）

　

℡
（
０
７
９
）
２
８
６
‐
８
２
２
２

防
衛
医
科
大
学
校
・
防

衛
医
科
大
学
校
説
明
会 

▼
と
き　

９
月
19
日
（
月
・
祝
日
）

　

①
午
後
１
時
30
分
～

　

②
午
後
３
時
30
分
～

▼
と
こ
ろ　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ

　
　
（
豊
岡
駅
前　

ア
イ
テ
ィ
７
階
）

▼
対
象　

　

高
校
１
・
２
年
生
と
そ
の
保
護
者

▼
問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
兵
庫
地
方
協

　

力
本
部
豊
岡
出
張
所　

　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
３
９
７
８

聞
こ
え
と
補
聴
器
の
勉
強
会

　

補
聴
器
の
専
門
家
を
囲
ん
で
話
を
し

ま
す
。
要
約
筆
記
や
磁
気
誘
導
ル
ー
プ

な
ど
の
情
報
保
障
も
あ
り
ま
す
。

▼
と
き　

　

10
月
22
日
（
土
）
午
後
２
時
～
４
時

▼
と
こ
ろ　

香
住
区
中
央
公
民
館

　
　
　
　
　
（
香
美
町
香
住
区
香
住
）

▼
内
容　

認
定
補
聴
器
技
能
者
に
よ
る

　

聞
こ
え
や
補
聴
器
の
話

▼
参
加
費　

１
０
０
円
（
資
料
代
）

▼
申
込
方
法　

電
話
か
所
定
の
申
込
書

　

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

た
じ
ま
聴
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー

　
　

℡
（
０
７
９
６
）
24
‐
８
０
０
８

▼
問
い
合
わ
せ

　

兵
庫
県
弁
護
士
会

　

℡
（
０
７
８
）
３
４
１
‐
７
０
６
１

「緑の募金」に協力ください
　森と緑は、私たちの暮らしにかけがえの
ないものです。この森や緑を守り育ててい
くため、今年も「緑の募金」にご協力をお
願いしています。

苗木等の資材を提供します
　新温泉町緑化推進委員会では、この募金
を活用し、地域の緑化活動への苗木・資材
等を提供しています。現在、助成申請を受
け付けています。各地区・グループの緑化
計画に利用してください。
◆配布対象　
　各種団体、グループ、地区等
◆助成内容　樹木の苗木、肥料など（計画

内容によってはご希望に添えない場合も
ありますが、ご了承ください。）

◆問い合わせ　新温泉町緑化推進委員会事
務局（農林水産課内）℡ 82 ‐ 5626　

― 

10
月
1
～
7
日　

公
証
週
間 

―

　

豊
岡
公
証
役
場
で
は
、
平
日
の
午

前
9
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
の
間
、

相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。（
要

予
約
）

　

相
続
、
遺
言
、
契
約
（
不
動
産
の

売
買
・
賃
貸
借
等
）、
任
意
後
見
、

離
婚
給
付
（
養
育
費
等
）
な
ど
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は

無
料
で
す
。

▼
豊
岡
公
証
役
場
（
豊
岡
市
寿
町
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
０
７
９
６

大
切
な
契
約
書
や
遺
言
書

　

な
ど
は
公
正
証
書
に
！

　

    個人住民税の特別徴収制度
 　個人住民税の「特別徴収」とは、給与を支払
う事業者が、所得税の源泉徴収と同じように、毎
月支払う給与から住民税（町民税と県民税）を天
引きし、納入する制度です。
　法律等により、給与を支払う事業者は、特別徴
収義務者として住民税を特別徴収することになっ
ています。　
                    　     兵庫県・新温泉町　



平成 23 年度新温泉町臨時職員採用候補者募集
職　種 採用人員 職務内容 賃 金 等 配  属  先 応  募  資  格  等 勤  務  時  間  等

介　護　員 1 名 介護業務
 日額
        6,800 円
（夜勤手当別途支給）

 介護老人保健
 施設ささゆり 満 60 歳未満

 午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分
  （夜勤、土日勤務あり）
 社会保険・雇用保険加入

給食調理員 若干名 給食調理業務
 日額
 6,400 ～ 6,600 円

 浜坂学校給食
 センター他 満 60 歳未満

 午前 7 時 45 分～午後 4 時 30 分
  （月～金勤務）
 社会保険・雇用保険加入

給食調理員 1 名 給食調理業務  日額
 6,400 ～ 6,600 円

 浜坂学校給食
 センター他

 満 60 歳未満
 ( 身体障害者
　手帳 )

 午前 7 時 45 分～午後 4 時 30 分  
（月～金勤務）
 社会保険・雇用保険加入

清　掃　員 1 名 清掃業務  時給 826 円 総　務　課
満 60 歳未満

 （身体障害者手帳
　又は療育手帳）

 午前 8 時～正午
  （月～金　４時間勤務）
 雇用保険加入

 事　務　員 １名 一般事務の
補助業務

 日額
　　  6,400 円 農林水産課 満 60 歳未満

午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分
  （月～金勤務）
 社会保険・雇用保険加入

◇採  用 期 間　平成 23 年 10 月 1 日から平成 24 年 3 月 31 日まで
◇応 募 方 法　市販の履歴書に必要事項を記入して写真貼付の上、必要な免許の写しと合わせて役場
　　　　　　　総務課人事係へ提出してください。
◇受 付 期 間　平成 23 年 9 月 8（木）～ 9 月 16 日（金）午後 5 時まで
◇面 接 日 時　平成 23 年 9 月 22 日（木）午後 5 時から行います。
◇面 接 場 所　新温泉町役場　２階応接室
◇問い合わせ　役場総務課　人事係　℡８２ ‐ ３１１１
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広報しんおんせん（９月号）

募　

集

但
馬
ボ
ー
ダ
レ
ス
ア
ー
ト
展

「
が
っ
せ
ぇ
ア
ー
ト
」
作
品
募
集

　

11
月
18
日
（
金
）
～
22
日
（
火
）
ま

で
、
県
立
但
馬
長
寿
の
郷
で
開
催
す
る

ア
ー
ト
展
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格　

但
馬
在
住
で
、
療
育
手

帳
・
精
神
保
健
福
祉
手
帳
を
持
つ
か

同
様
の
障
害
の
あ
る
18
歳
以
上
の
方

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
高
等
学
校

　

後
期
入
学
生
募
集
中

　

通
信
制
の
高
等
学
校
普
通
科
「
後
期

入
学
生
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
ど
こ
か
ら
で
も
入
学
可
能
。
３

年
間
で
高
校
卒
業
資
格
を
取
得
で
き
ま

す
。
登
校
は
月
に
１
～
２
回
。
ま
ず
は
、

無
料
の
案
内
書
を
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

▼
願
書
受
付
期
限

　

10
月
20
日
ま
で
（
新
入
生
・
編
入
生
）

　

11
月
20
日
ま
で
（
転
入
生
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
高
等
学
校　

　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
（
０
１
２
０
）
４
５
１
４
‐
２
４

第
６
回
新
温
泉
町
壮
年
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

▼
と
き　

　

10
月
２
日
（
日
）
午
前
８
時
30
分
～

▼
と
こ
ろ　

　

浜
坂
山
村
広
場
グ
ラ
ウ
ン
ド　

▼
参
加
資
格　

町
内
に
在
住
、
勤
務
す

　

る
方
。
男
性
の
場
合
は
、
大
会
当
日

　

満
40
歳
以
上
（
学
生
は
除
く
。）

▼
チ
ー
ム
編
成　

１
チ
ー
ム
18
名
以
内

▼
参
加
料　

　

２
千
円
（
傷
害
保
険
料
を
含
む
）

▼
申
込
締
切　

　

９
月
26
日
（
月
）
午
後
5
時
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ　

新
温
泉
町
体
育
協

会
事
務
局
（
浜
坂
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
内
）
℡
82
‐
４
５
１
２

▼
募
集
作
品　

絵
画
、
平
面
作
品
、
彫

塑
、
立
体
作
品
な
ど
未
発
表
の
個
人

作
品

▼
応
募
締
切　

10
月
10
日
（
月
）

▼
応
募
方
法　

所
定
の
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
作
品
に
添
付

し
て
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。（
様
式

は
同
実
行
委
員
会
事
務
局
に
請
求
く

だ
さ
い
。）

▼
問
い
合
わ
せ　

　

同
実
行
委
員
会
（
茨
木
方
）

　

℡
・

FAX　

　
　
（
０
７
９
）
６
６
２
‐
７
３
９
０

　

mail
：iba@
fureai-net.tv



35 広報しんおんせん（９月号）

H23（2011）.9.8

兵
庫
県
立
障
害
者
高
等
技
術
専
門
学
院  

平
成
24
年
度
学
院
生
募
集

▼
対
象
者　

身
体
障
が
い
者

▼
募
集
科
目　

も
の
づ
く
り
科
、
ビ
ジ

ネ
ス
事
務
科
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ

ン
科
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
科

　
（
す
べ
て
1
年
制
）　

（
財
）
た
ん
し
ん
地
域
振
興
基
金

平
成
24
年
度
助
成
金
交
付  

　
     　

希
望
団
体
募
集

▼
助
成
対
象　

平
成
24
年
４
月
か
ら
25

年
３
月
ま
で
に
、
但
馬
地
域
に
お
い
て

実
施
さ
れ
る
事
業
で
、
営
利
を
目
的
と

し
て
い
な
い
も
の

①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
（
文
化
芸
術
の

振
興
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
社
会
福

祉
の
向
上
、
自
然
環
境
保
護
な
ど
）

②
産
業
活
性
化
の
活
動
（
産
業
技
術
の

研
究
開
発
、
商
業
・
観
光
業
の
振
興
、

異
業
種
交
流
な
ど
）

▼
応
募
期
限　

　

平
成
24
年
１
月
31
日
（
火
）

▼
申
込
先　

お
近
く
の
但
馬
信
用
金
庫
本
店
・
支
店

▼
問
い
合
わ
せ

（
財
）
た
ん
し
ん
地
域
振
興
基
金
事
務
局    

　
　
　
　
（
但
馬
信
用
金
庫
本
店
内
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
23
‐
１
２
０
０

▼
応
募
期
限　

　

９
月
26
日
（
月
）
～
11
月
２
日
（
水
）

▼
選
考
日　

11
月
10
日
（
木
）

▼
費
用　

授
業
料
は
無
料
（
教
科
書
代

等
は
自
己
負
担
）
寮
設
備
あ
り

▼
応
募
方
法

　

公
共
職
業
安
定
所
に
応
募
書
類
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

兵
庫
県
立
障
害
者
高
等
技
術
線
専
門
学
院

　
（
神
戸
市
西
区
曙
町
１
０
７
０
）

   

℡
（
０
７
８
）
９
２
７
‐
３
２
３
０

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
香
住

　

℡
（
０
７
９
６
）
36
‐
０
１
３
７

社会生活基本調査にご協力ください
　国民の余暇やボランティア活動などの状況を調
査するため、総務省統計局所管の平成 23 年社会
生活基本調査が、10 月 20 日現在で町内の一部
を対象として行われます。調査の対象となった世
帯の方は、ご協力をお願いします。
　　　　　　　　　企画課　℡ 82 ‐ 5624
　　　　　　　― 問い合わせ ―
　　　兵庫県企画県民部統計課人口統計係　
     　　　　 ℡（078）362 ‐ 4127

兵
庫
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　
　

平
成
24
年
度
訓
練
生
募
集

▼
対
象
者　

身
体
障
が
い
者

▼
募
集
科
目　

Ｏ
Ａ
シ
ス
テ
ム
科
、
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
ア
ー
ト
科
、
情
報
ビ
ジ

ネ
ス
科
、
イ
ン
テ
リ
ア
Ｃ
Ａ
Ｄ
科

　
（
以
上
1
年
制
）　

オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
ク

事
務
科
（
６
ヵ
月
制
）

▼
応
募
期
限　

　

10
月
3
日
（
月
）
～
25
日
（
火
）

▼
選
考
日　

11
月
９
日
（
水
）

▼
費
用　

授
業
料
は
無
料
（
た
だ
し
、

　

教
科
書
代
等
は
自
己
負
担
）

　

寮
設
備
あ
り
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

国
立
県
営 

兵
庫
障
害
者
職
業
能
力

開
発
校
（
伊
丹
市
東
有
岡
４
丁
目
８
）

   

℡
（
０
７
２
）
７
８
２
‐
３
２
１
０

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
香
住

　

℡
（
０
７
９
６
）
36
‐
０
１
３
７

9
月
身
障
相
談
日
の
訂
正

　

お
知
ら
せ
版
8
月
号
で
、
浜
坂
地
域

を
対
象
に
社
会
福
祉
協
議
会
浜
坂
支
部

で
開
催
す
る
「
身
障
相
談
」
の
日
程
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
次
の
と
お
り
訂

正
し
ま
す
。

◆
9
月
15
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分



36

広
報　

し
ん
お
ん
せ
ん

編・集・後・記

底引き網漁が解禁になり、９月２日に初セリが
ありました。出勤前に諸寄港をのぞいてみると、
たくさんのハタハタとカレイが水揚げされていま
した。セリ開始を告げる鐘が鳴らされ、威勢のよ
い声が響いていました。煮付けにして夕餉（ゆう
げ）の一品に並んだ家庭もあるでしょう。

畑ヶ平ダイコンも、二十世紀梨も最盛期を迎え
ています。畑ヶ平の夜明け前からの収穫作業、急
斜面での梨の袋かけの様子を思い出します。採れ
たてのみずみずしいダイコンは、おろしやサラダ
でいただきました。涼しくなるとおでんもおいし
くなります。二十世紀梨はシャリシャリとした食
感がデザートにピッタリです。

9 月といえば収穫と秋祭り。豊作を祝うととも
に神に感謝します。そして “ じゃぶ ” の出番です。
まだまだ暑くても食欲は秋モードに転換。海の幸、
山の幸をお腹いっぱいいただきま～す！ 

         ７月 16 日～８月 15 日届け出分　　（敬称略）

広報しんおんせん（９月号）

９月号
vol.72

住　所 氏　　名 年　齢 死亡日住　所 氏　　名 保護者 出生日

H23（2011）.9.8

編
集

・
発

行
／

新
温

泉
町

役
場

　
　

〒
669-6792　

兵
庫

県
美

方
郡

新
温

泉
町

浜
坂

2673-1 
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

http://w
w

w
.tow

n.shinonsen.hyogo.jp
　

　
　

　
　

　
　（

企
画

課
）　

　
　

tel（
0796）82-3111（

代
）   　

fax（
0796）82-3054　

　
 （携

帯
電

話
版

）　
http://w

w
w

.tow
n.shinonsen.hyogo.jp/ｍ

 　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

※
機

種
に

よ
り

一
部

ご
覧

に
な

れ
な

い
ペ

ー
ジ

が
あ

り
ま

す
）

 広
報

し
ん

お
ん

せ
ん

は
、

町
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

ご
覧

い
た

だ
け

ま
す

。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
電

子
メ

ー
ル

     info@
tow

n.shinonsen.hyogo.jp　

「広報しんおんせん」は、資源保護のため古紙 100％の再生紙を
使用し、環境に優しいソイ（大豆油）インキで印刷しています。

●まちのうごき●　
　9月1日現在

（　）内は前月比

人　口 16,648 人 （－   3）

　男 7,912 人 （+  5）

　女 8,736 人 （－   8）

世帯数 5,836 世帯 （+  5）

うぶごえ

ご結婚おめでとう

住　所 夫婦の氏名 届出日

まちのうごき

ご冥福をお祈りします

国民健康保険税第 3 期  納期限 9 月 30 日（金）
　　　　　　～口座振替をご利用の方は、残額のご確認をお願いします～

　　　　　　　　　　　　　税務課　℡８２ ‐ ３１１３　


